
令和５年度 『ビジネス基礎』 シラバス 

教 科 科 目 名 単位数 
対象 

学年 

必修･ 

選択 

対 象 

学 科 
作 成 者 校 長 教 頭 教 頭 

商 業 ビジネス基礎 ３ １ 必修 商 業 科  印 印 印 

 

教科書 

副教材 

① ビジネス基礎（実教出版） 

② ビジネス基礎 問題集（実教出版） 

③ 全商 ビジネス計算実務検定模擬試験問題集３級（実教出版） 

④ 全商 商業経済検定模擬試験問題集３級 ビジネス基礎（実教出版） 

 

科目 

目標 

〇 商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習を行うことなどを通して、ビジネスを通じ地域産

業をはじめ経済社会の健全で持続的な発展を担う職業人として必要な基礎的な資質・能力を育成すること

を目指す。 

 

学

期 
月 

配当 

時間 
学 習 内 容 

評価の観点 

評 価 規 準 
知 思 態 

１ 
 

学 
 

期 

４ ９ 

第１章 

商業の学習とビジネス 

１．いざ、ビジネスの世界へ 

２．私たちの社会とビジネス 

○  

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

〇商業の学習及びビジネスの概要について理解して 

いる。 

〇商業を学ぶこと及びビジネスの意義と課題につい 

て、地域産業はじめ経済社会の健全で持続的な発展と 

関連付けて考案している。 

〇ビジネスの基礎的な事項について自ら学び、ビジネ

スに主体的かつ協働的に取り組もうとしている。 

５ ９ 

第２章 

ビジネスとコミュニケーション 

１．コミュニケーション 

２．ビジネスマナー 

３．情報の入手と活用 

 

第２章の確認 

○  

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

〇ビジネスに対する心構えについて実務に即して理 

解するとともに、関連する技術を身につけている。 

〇ビジネスの場面を分析し、科学的な根拠に基づい 

て、ビジネスにおいて他者に対応するとともに、情 

報を入手して活用し、評価・改善している。 

〇ビジネスに対する心構えについて自ら学び、ビジ 

ネスに主体的かつ協働的に取り組もうとしている。 

６ １２ 

第３章 

経済と流通の基礎 

１．経済の仕組みとビジネス 

２．経済活動と流通 

〇  

 

〇 

 

 

 

 

〇 

〇経済と流通について経済社会における事例と関連 

付けて理解している。 

〇経済と流通に関する課題を発見し、科学的な根拠 

に基づいて課題への対応策を考えている。 

〇経済と流通について自ら学び、経済の基本概念を 

踏まえ、流通と流通を支える活動に主体的かつ協働 

的に取り組もうとしている。 

※期末考査（知識・技能） 

７ ７ 

第４章 

さまざまなビジネス 

１．ビジネスの種類 

２．小売業 

○  

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇ビジネスの種類と流通や流通に関わる様々なビジ 

ネスついて、経済社会における事例と関連付けて理 

解している。 

〇流通や流通に関わる様々なビジネスに関する課題 

を発見し、科学的な根拠に基づいて課題への対応策 

を考案している。 

〇流通や流通に関わる様々なビジネスについて自ら 

学び、これらの組織の一員として主体的かつ協働的 

に取り組もうとしている。 



２ 
 

学 
 

期 

９ １１ 

第４章 

さまざまなビジネス 

３．卸売業 

４．物流業 

５．金融業 

６．情報通信業 

○  

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

〇ビジネスの種類と流通や流通に関わる様々なビジ

ネスついて、経済社会における事例と関連付けて理解

している。 

〇流通や流通に関わる様々なビジネスに関する課題

を発見し、科学的な根拠に基づいて課題への対応策を

考案している。 

〇流通や流通に関わる様々なビジネスについて自ら

学び、これらの組織の一員として主体的かつ協働的に

取り組もうとしている。 

１０ １２ 

第６章 

ビジネスと売買取引 

１．売買取引の手順 

２．代金決済 

○  

 

○ 

 

 

 

 

○ 

〇取引について実務に即して理解するとともに、関

連する技術を身につけている。 

〇取引に関する課題を発見し、科学的な根拠に基づ

いて課題への対応策を考案している。 

〇取引について自ら学び、適切な契約の締結と履行

に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。 

※中間考査（知識・技能） 

１１ １１ 

第７章 

ビジネス計算 

１．ビジネス計算の基礎 

２．ビジネス計算の応用 

＊ビジネス計算実務検定試験対策 

○  

 

 

 

 

○ 

〇ビジネス計算について実務に即して理解するとと

もに、関連する技術を身につけている。 

〇ビジネス計算について自ら学び、主体的かつ協働的

に取り組もうとしている。 

※期末考査（知識・技能） 

１２ ９ 

第５章 

企業活動の基礎 

１．ビジネスと企業 

２．マーケティングの重要性 

３．資金調達 

○  

 

○ 

 

 

 

 

○ 

〇企業活動について経済社会における事例と関連付

けて理解している。 

〇企業活動に関する課題を発見し、科学的な根拠に基

づいて課題への対応策を考案している。 

〇企業活動について自ら学び、企業活動に関する事例

などを踏まえ、企業活動に主体的かつ協働的に取り

組もうとしている。 

３ 

 

 

学 

 

 

期 

１ ９ 

第５章 

企業活動の基礎 

４．財務諸表の役割 

５．企業活動と税 

６．雇用 

＊商業経済検定試験対策 

○  

 

○ 

 

 

 

 

○ 

〇企業活動について経済社会における事例と関連付

けて理解している。 

〇企業活動に関する課題を発見し、科学的な根拠に基

づいて課題への対応策を考案している。 

〇企業活動について自ら学び、企業活動に関する事例

などを踏まえ、企業活動に主体的かつ協働的に取り

組もうとしている。 

２ ９ 

第８章 

身近な地域のビジネス 

１．さまざまな地域の魅力と課題 

２．地域ビジネスの動向 

＊商業経済検定試験対策 

○  

○ 

 

 

 

 

 

○ 

〇さまざまな地域のビジネスについて理解している。 

〇身近な地域のビジネスに関する課題を発見し、科学

的な根拠に基づいて、ビジネスの振興策を考え、実施

及び評価・改善を行っている。 

〇身近なビジネスについて自ら学び、ビジネスの振興

による地域の発展に主体的かつ協働的に取り組んで

いる。 

※学年末考査（知識・技能） 

３ ７ 

第８章 

身近な地域のビジネス 

１．さまざまな地域の魅力と課題 

２．地域ビジネスの動向 

＊これまでの年間のまとめ学習 

＊次年度にむけて 

＊マーケティングについて 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

〇さまざまな地域のビジネスについて理解している。 

〇身近な地域のビジネスに関する課題を発見し、科学

的な根拠に基づいて、ビジネスの振興策を考え、実施

及び評価・改善を行っている。 

〇身近なビジネスについて自ら学び、ビジネスの振興

による地域の発展に主体的かつ協働的に取り組んで

いる。 

〇これまでのビジネスの基礎の「知識」・「技術」が 

身についている。 

  １０５  



 

３観点 比重 育成する資質・能力 評価方法・評定 

知 識 ・ 技 術 １ 

〇ビジネスについて実務に即して体系的・系統的に理解し、ビジ

ネスの様々な場面で役に立つ、ビジネスに関する基礎的な知識と

技術を身に付けている。 

〇ワークシート 

〇ペーパーテスト 

〇定期考査 

思考・判断・表現 １ 

〇ビジネスをはじめとして様々な知識、技術を活用し、ビジネス

に関する課題を発見するとともに、企業活動が社会に及ぼす影響

を踏まえ、市場の動向、ビジネスに関する理論、データ、成功事

例や改善に要する根拠に基づいて工夫してよりよく解決ことに

ついて考えている。 

〇ワークシート 

〇グループ発表 

〇行動観察 

〇ロールプレイング 

〇定期考査 

主体的に学習に 

取 り 組 む 態 度 
１ 

〇ビジネスを適切に展開する力の向上を目指して自らビジネス

について学ぶ態度及び組織の一員として自己の役割を認識して、

当事者としての意識をもち、他者と信頼関係を構築して積極的に

関わり、ビジネスの創造と発展に責任をもって取り組もうとして

いる。 

〇行動観察 

 



R5　簿記

【主体的に学習に取り組む態度】

簿記の原理について自ら学び、

適正な取引との記録と記録の効

果的な活用にある程度取り組も

うとしている。

簿記の原理について自ら学び、

適正な取引との記録と記録の効

果的な活用に主体的かつ協働的

に取り組もうとしている。

簿記の原理について自ら学び、

適正な取引との記録と記録の効

果的な活用にある程度取り組も

うとしている。

簿記の原理について進んで学習

せず、適正な取引の記録と、記

録の効果的な活用に取り組もう

としていない。
・行動観察

・ワークシート

・発言，発表

評価規準 具体的な評価規準
評価方法等

学習内容 Ａ：十分満足できる Ｂ：おおむね満足できる Ｃ：努力を要する

【思考・判断・表現】

取引を記録することと決算の意

義について、企業活動の展開と

関連付けてある程度見いだすこ

とができる。

取引を記録することと決算の意

義について、企業活動の展開と

関連付けて見いだすことができ

る。

取引を記録することと決算の意

義について、企業活動の展開と

関連付けてある程度見いだすこ

とができる。

取引を記録することと決算の意

義を見いだすことができない。 ・行動観察

・問題集

・ワークシート

・発言，発表

評価規準 具体的な評価規準

評価方法等

学習内容 Ａ：十分満足できる Ｂ：おおむね満足できる Ｃ：努力を要する

学校名 沖縄県立名護商工高等学校 科目名 簿記

35

問題集
簿記実務検定対策問題集　合格ガイド３級

令和５年度版簿記実務検定模擬試験問題集３級
学年 1 学科 商業科

教科書
簿記

東京法令出版（商業710）
単位数 4 時間(回数)

〔指導項目〕 第１編　簿記の基本

〔指導項目〕の

目標

①
簿記の意味、目的、種類、歴史、必要性、前提および簿記が企業の経営活動を会計帳簿に記録し、計算・表示す

るものであることについて理解させる。

②
資産・負債・純資産の基本的な概念と貸借対照表の役割・構造、収益・費用の基本的な概念と損益計算書の役

割・構造および当期純損益の計算方法について理解させる。

④

簿記における取引の概念、勘定の意味と役割、取引要素の結合関係、貸借平均の原理、仕訳・転記の意味と方

法、仕訳帳と総勘定元帳の記帳法、試算表の種類と作成方法、決算の目的および基本的な決算手続について理解

させる。

③ 取引の仕訳から勘定の記入を経て決算に至る簿記一巡の手続の基本的な流れについて理解させる。

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

簿記の原理についておおむね理解するととも

に、関連する技術をある程度身につけている。

取引を記録することと決算の意義について、企

業活動の展開と関連付けてある程度見いだすこ

とができる。

簿記の原理について自ら学び、適正な取引との

記録と記録の効果的な活用にある程度取り組も

うとしている。

評価規準 具体的な評価規準
評価方法等

学習内容 Ａ：十分満足できる Ｂ：おおむね満足できる Ｃ：努力を要する

「簿記」シラバス

【知識・技術】

簿記の原理についておおむね理

解するとともに、関連する技術

をある程度身につけている。

簿記の原理について理解すると

ともに、関連する技術を身につ

けている。

簿記の原理についておおむね理

解するとともに、関連する技術

をある程度身につけている。

簿記の原理についての理解が不

十分であり、関連する技術も見

に付いていない。

・行動観察

・問題集

・ワークシート

・テスト

〔指導項目〕の評価規準

知識・技術

校長 教頭 教頭 作成者
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　指導計画・評価計画

知 思 態

2 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

3 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

3 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

計 8 8 8

・行動観察

・問題集

・ワークシート

・テスト

・行動観察

・問題集

・ワークシート

・テスト

・行動観察

・問題集

・ワークシート

・テスト

・行動観察

・問題集

・ワークシート

・テスト

・行動観察

・問題集

・ワークシート

・テスト

・行動観察

・問題集

・ワークシート

・テスト

・行動観察

・問題集

・ワークシート

・テスト

・行動観察

・問題集

・ワークシート

・テスト

第７章「試算表」

　①試算表の意味

　②試算表の種類と作成方法

　③試算表で誤りを発見する方法

○試算表の意味・役割・種類を理解さ

せ、諸試算表の作成方法を習得させ

る。（合計試算表・残高試算表・合計

残高試算表）

○試算表で誤りを発見する方法につい

て理解させる。

第８章「決算」

　①決算の意味

　②決算の手続き

　③精算表④決算の本手続き

　⑤決算報告の手続き

○決算に関する基礎的な知識や、決算

の一連の流れについて理解させる。

○一連の決算の手続きに必要な知識、

６けた精算表の作成方法、総勘定元

帳・仕訳帳を締め切る方法、繰越試算

表の作成方法、損益計算書および貸借

対照表の作成方法を習得させる。

35時間

第Ⅰ編「簿記の基本」

　第1「企業の簿記」

　①簿記の意味②簿記の目的

　③簿記の種類④簿記の歴史

　⑤簿記の必要性⑥簿記の前提

○ガイダンス

○簿記の意味、目的、種類、歴史、必要性、前提お

よび簿記が企業の経営活動を会計帳簿に記録し、計

算・表示するものであることについて理解させる。

第２章「資産・負債・純資産 ―貸借対

照表―」

　①資産②負債

　③純資産④貸借対照表

　⑤当期純損益の計算

○資産・負債・純資産の基本的な概念

やその関係性、およびおもな資産・負

債・純資産の例を示す。

○貸借対照表の役割や構造、および期

末と期首の純資産を比較して当期純損

益を計算する方法を習得させる。

第３章「収益・費用 ―損益計算書―」

　①収益②費用

　③当期純損益の計算

　④損益計算書

○収益・費用の基本的な概念やその関

係性、およびおもな収益・費用の例を

示す。

○収益と費用を比較して当期純損益を

計算する方法、および損益計算書の役

割や構造について理解させる。

第４章「取引と勘定」

　①取引の意味②勘定の意味

　③勘定の種類と勘定科目

　④勘定口座⑤勘定への記入法

　⑥取引要素の結合関係

　⑦貸借平均の原理

○資産・負債・純資産の増減、収益・

費用を発生させたりすることがらであ

る簿記上の取引について説明する。○

勘定の意味や取引を勘定へ記入する方

法について習得させる。

○取引は借方の取引要素と貸方の取引

要素の組み合わせから成り立つことを

理解させる。

○貸借平均の原理について理解させ

る。

第５章「仕訳と勘定への記入」

　①仕訳②転記

○仕訳の意味とその方法について理解

させる。

○仕訳を元に、取引を勘定口座へ転記

する方法を習得させる。

第６章「仕訳帳と総勘定元帳」

　①仕訳帳

　②総勘定元帳（元帳）

○取引の発生順に記録する帳簿である

仕訳帳について理解させる。

○すべての勘定口座を集めた帳簿であ

る総勘定元帳について説明する。

時間

(回)
学習内容 学習目標【ねらい】

評価の観点
評価資料・評価方法
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株式や公社債などの有価証券の買い入れと売却の記帳法について理解させる。

Ｂ：おおむね満足できる Ｃ：努力を要する

【思考・判断・表現】

取引の記帳法を妥当性と実務に

おける課題を見いだし、科学的

な根拠に基づいて課題にある程

度対応することができる。

取引の記帳法を妥当性と実務に

おける課題を見いだし、科学的

な根拠に基づいて課題に対応す

ることができる。

取引の記帳法を妥当性と実務に

おける課題を見いだし、科学的

な根拠に基づいて課題にある程

度対応することができる。

取引の記帳法を妥当性と実務に

おける課題を見いだすことがで

きず、科学的な根拠に基づいて

課題にある程度対応することが

できない。

・行動観察

・ワークシート

・発言，発表

評価規準 具体的な評価規準
評価方法等

学習内容 Ａ：十分満足できる

評価規準 具体的な評価規準

評価方法等
学習内容 Ａ：十分満足できる Ｂ：おおむね満足できる Ｃ：努力を要する

・行動観察

・問題集

・ワークシート

・テスト

・行動観察

・ワークシート

・発言，発表

【主体的に学習に取り組む態度】

取引の記帳について、自ら学

び、適正な会計帳簿の作成にあ

る程度取り組もうとしている。

取引の記帳について、自ら学

び、適正な会計帳簿の作成に主

体的かつ協働的に取り組もうと

している。

取引の記帳について、自ら学

び、適正な会計帳簿の作成にあ

る程度取り組もうとしている。

取引の記帳について、自ら学

び、適正な会計帳簿の作成に取

り組もうとしていない。

評価規準 具体的な評価規準
評価方法等

学習内容 Ａ：十分満足できる Ｂ：おおむね満足できる Ｃ：努力を要する

【知識・技術】

取引の記帳について、理論と実

務とを関連付けて概ね理解する

とともに、関連する技術をある

程度身につけている。

取引の記帳について、理論と実

務とを関連付けて概ね理解する

とともに、関連する技術をある

程度身につけている。

取引の記帳について、理論と実

務とを関連付けて概ね理解する

とともに、関連する技術をある

程度身につけている。

取引の記帳についての理解が不

十分であり、関連する技術も見

に付いていない。

〔指導項目〕の評価規準

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

取引の記帳について、理論と実務とを関連付け

て概ね理解するとともに、関連する技術をある

程度身につけている。

取引の記帳法を妥当性と実務における課題を見

いだし、科学的な根拠に基づいて課題にある程

度対応することができる。

取引の記帳について、自ら学び、適正な会計帳

簿の作成にある程度取り組もうとしている。

〔指導項目〕 第Ⅱ編　取引の記帳

①

簿記上の現金の入金と出金、現金出納帳の作成方法、現金過不足の記帳法、当座預金など預金の預入と引出、当

座借越の記帳法、当座預金出納帳の作成方法、その他の預金の記帳法、小口現金の記帳法および小口現金出納帳

の作成方法について理解させる。

②
商品の仕入れと売上げ、返品と値引き、仕入帳や売上帳、商品有高帳の作成方法など、３分法による商品売買に

関する取引の記帳について理解させる。

③ 掛け取引の記帳法、売掛金元帳・買掛金元帳の作成方法および貸し倒れについて理解させる。

④
手形の種類、約束手形の振出・受取・裏書・割引の記帳法および受取手形記入帳・支払手形記入帳の作成方法に

ついて理解させる。

⑤
前払金・前受金、未収金・未払金、貸付金・借入金、手形貸付金・手形借入金、立替金・預り金、仮払金・仮受

金および商品券の記帳法について理解させる。

⑦ 個人企業における所得税と住民税、固定資産税、印紙税、消費税の概念およびその記帳法について理解させる。

〔指導項目〕の

目標

⑥

「簿記」シラバス

学校名 沖縄県立名護商工高等学校 科目名 簿記

問題集
簿記実務検定対策問題集　合格ガイド３級

令和５年度版簿記実務検定模擬試験問題集３級
学年 1 学科 商業科

教科書
簿記

東京法令出版（商業710）
単位数 4 時間(回数) 49
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　指導計画・評価計画

知 思 態

6 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

4 ○ ○ ○

4 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

3 ○ ○ ○

計 9 9 9

第２章「商品売買の記帳」

　①３分法

　②仕入帳

　③売上帳

　④商品有高帳

○３分法による商品売買の記帳方法を

習得させる。

○商品の引渡単価の計算方法として、

先入先出法と移動平均法について理解

させ、商品有高帳の記帳方法を習得さ

せる。

・行動観察

・問題集

・ワークシート

・テスト

○掛け取引に関する仕訳、売掛金と買

掛金の関係を理解させ、売掛金元帳や

買掛金元帳の記入方法を習得させる。

○貸し倒れの意味および貸し倒れが生

じた場合の仕訳について理解させる。

第４章「手形取引の記帳」

　①手形の種類

　②約束手形の記帳

　③手形の裏書と割引

　④受取手形記入帳と支払手形記入帳

○約束手形の関係者に発生する手形上

の債権・債務の関係を理解させる。

○為替手形や裏書手形、割引手形の内

容と記帳方法を理解させる。

第５章「その他の債権・債務の記帳」

　①前払金と前受金

　②未収金と未払金

　③貸付金と借入金

　④手形貸付金と手形借入金

　⑤立替金と預り金

　⑥仮払金と仮受金⑦商品券

○その他の債権債務の意味と記帳方法

を理解させる。

2学期中間考査

第10章「個人企業の税金の記

　　　帳」

　①個人企業の税金

　②所得税・住民税

　③固定資産税・印紙税

　④消費税

○個人企業における所得税と住民税、

固定資産税、印紙税、消費税の概念お

よびその記帳法について理解させる。

49時間

・行動観察

・問題集

・ワークシート

・テスト

・行動観察

・問題集

・ワークシート

・テスト

・行動観察

・問題集

・ワークシート

・テスト

定期テスト

・行動観察

・問題集

・ワークシート

・テスト

・行動観察

・問題集

・ワークシート

・テスト

・行動観察

・問題集

・ワークシート

・テスト

・行動観察

・問題集

・ワークシート

・テスト

・行動観察

・問題集

・ワークシート

・テスト

第６章「有価証券の記帳」

　①有価証券

　②有価証券の買い入れ

　③有価証券の売却

○株式や社債・公債といった有価証券

の意味とその種類について説明する。

○有価証券の売買に伴う記帳方法につ

いて理解させる。

第３章「掛取引の記帳」

　①売掛金勘定と売掛金元帳

　②買掛金勘定と買掛金元帳

　③貸し倒れ

第７章「固定資産の記帳」

　①固定資産

　②固定資産の取得

　③固定資産の売却

　④固定資産台帳

○固定資産の意味とその種類について

理解させる。

○固定資産の取得と売却に関する取引

の記帳方法を習得させる。

○固定資産台帳の意味や記帳方法を理

解させる。

第８章「販売費と一般管理費の

　　　記帳」

　①販売費と一般管理費

　②販売費と一般管理費の記帳

○販売費と一般管理費の概念と種類、

販売費及び一般管理費元帳の作成方法

について理解させる。

第９章「個人企業の純資産の記

　　　帳」

　①個人企業の純資産

　②追加元入れと引き出し

○個人企業の純資産を増加・減少させ

る取引、引出金に関する処理の記帳法

について理解させる。

第Ⅱ編「各種取引の処理」

第１章「現金・預金の記帳」

　①現金②現金出納帳

　③現金過不足

　④当座預金⑤当座借越

　⑥当座預金出納帳

　⑦その他の預金⑧小口現金

○現金に関する取引の仕訳、現金出納

帳の作成方法、および現金過不足の記

帳方法を習得させる。

○当座預金の入出金、当座借越の記帳

方法、当座預金出納帳の作成方法、お

よびその他の預金に関する仕訳につい

て習得させる。

○定額資金前渡法の意味や小口現金に

関する仕訳、小口現金出納帳の作成方

法について習得させる。

・行動観察

・問題集

・ワークシート

・テスト

1学期末考査
・行動観察

・問題集

時間

(回)
学習内容 学習目標【ねらい】

評価の観点
評価資料・評価方法



R5　簿記

・行動観察

・ワークシート

・発言，発表

【主体的に学習に取り組む態度】

決算について自ら学び、適正な

決算整理と財務諸表の作成にあ

る程度取り組もうとしている。

決算について自ら学び、適正な

決算整理と財務諸表の作成に主

体的かつ協働的に取り組もうと

している。

決算について自ら学び、適正な

決算整理と財務諸表の作成にあ

る程度取り組もうとしている。

決算について進んで学習せず、

適正な決算整理と財務諸表の作

成に取り組もうとしない。

・行動観察

・ワークシート

・発言，発表

評価規準 具体的な評価規準
評価方法等

学習内容 Ａ：十分満足できる

評価規準 具体的な評価規準
評価方法等

学習内容 Ａ：十分満足できる Ｂ：おおむね満足できる Ｃ：努力を要する

Ｂ：おおむね満足できる Ｃ：努力を要する

【思考・判断・表現】

決算の方法の妥当性と実務にお

ける課題を見いだし、科学的な

根拠に基づいて課題にある程度

対応することができる。

決算の方法の妥当性と実務にお

ける課題を見いだし、科学的な

根拠に基づいて課題に主体的か

つ協働的に対応することができ

る。

決算の方法の妥当性と実務にお

ける課題を見いだし、科学的な

根拠に基づいて課題にある程度

対応することができる。

決算の方法の妥当性と実務にお

ける課題を見いだすことができ

ず、科学的な根拠に基づいて課

題に対応することができない。

評価規準 具体的な評価規準
評価方法等

学習内容 Ａ：十分満足できる Ｂ：おおむね満足できる Ｃ：努力を要する

【知識・技術】

決算について理論と実務とを関

連づけておおむね理解するとと

もに、関連する技術をある程度

身につけている。

決算について理論と実務とを関

連づけて理解するとともに、関

連する技術を身につけている。

決算について理論と実務とを関

連づけておおむね理解するとと

もに、関連する技術をある程度

身につけている。

決算についての理解が不十分で

あり、関連する技術も見に付い

ていない。

・行動観察

・問題集

・ワークシート

・テスト

〔指導項目〕の評価規準

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

決算について理論と実務とを関連づけておおむ

ね理解するとともに、関連する技術をある程度

身につけている。

決算の方法の妥当性と実務における課題を見い

だし、科学的な根拠に基づいて課題にある程度

対応することができる。

決算について自ら学び、適正な決算整理と財務

諸表の作成にある程度取り組もうとしている。

〔指導項目〕 第Ⅱ編　決算（１）

〔指導項目〕の

目標

① 財務諸表を作成するための棚卸表および８けた精算表を作成する方法について理解させる。

② 帳簿の締め切りの方法および勘定式の貸借対照表と損益計算書を作成する方法について理解させる。

③ 損益勘定と損益計算書、繰越試算表と貸借対照表のちがいについて理解させる。

「簿記」シラバス

学校名 沖縄県立名護商工高等学校 科目名 簿記

問題集
簿記実務検定対策問題集　合格ガイド３級

令和５年度版簿記実務検定模擬試験問題集３級
学年 1 学科 商業科

教科書
簿記

東京法令出版（商業710）
単位数 4 時間(回数) 14
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　指導計画・評価計画

知 思 態

13 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

計 2 2 214時間

2学期末考査 定期テスト

時間

(回)
学習内容 学習目標【ねらい】

評価の観点
評価資料・評価方法

第Ⅲ編「決算⑴」

第１章「決算整理（その１）」

　①決算整理の意味

　②商品に関する決算整理

　③貸し倒れ

　④固定資産の減価償却費の計

　算と記帳

　⑤現金過不足の整理

　⑥引出金の整理⑦棚卸表

　⑧８けた精算表の作成

　⑨帳簿の締め切り（帳簿決

　算）⑩財務諸表

○決算整理の意味について理解

し、売上原価の算定、貸倒れの見

積り、固定資産の減価償却費の計

算と記帳（定額法と直接法）、現

金過不足の整理および引出金の整

理に係る記帳法について理解させ

る。

○財務諸表を作成するための棚卸

表および８けた精算表を作成する

方法について理解させる。

○帳簿の締め切りの方法および勘

定式の貸借対照表と損益計算書を

作成する方法について理解し、資

料をもとに財務諸表を作成する学

習活動をさせる。

・行動観察

・問題集

・ワークシート

・テスト
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・行動観察

・ワークシート

・発言，発表

【主体的に学習に取り組む態

度】

会計帳簿の概要と記帳の効率化

について自ら学び、伝票の利用

にある程度取り組もうとしてい

る。

会計帳簿の概要と記帳の効率化

について自ら学び、伝票の利用

に主体的かつ協働的に取り組も

うとしている。

会計帳簿の概要と記帳の効率化

について自ら学び、伝票の利用

にある程度取り組もうとしてい

る。

会計帳簿の概要と記帳の効率化

について進んで学習しようとせ

ず、伝票の利用に取り組もうと

しない。

評価規準 具体的な評価規準
評価方法等

学習内容 Ａ：十分満足できる Ｂ：おおむね満足できる Ｃ：努力を要する

Ｂ：おおむね満足できる Ｃ：努力を要する

【思考・判断・表現】

伝票による記帳の効率化の方法

の妥当性と実務における課題を

見いだし、科学的な根拠に基づ

いて課題にある程度対応するこ

とができる。

伝票による記帳の効率化の方法

の妥当性と実務における課題を

見いだし、科学的な根拠に基づ

いて課題に対応することができ

る。

伝票による記帳の効率化の方法

の妥当性と実務における課題を

見いだし、科学的な根拠に基づ

いて課題にある程度対応するこ

とができる。

伝票による記帳の効率化の方法

の妥当性と実務における課題を

見いだすことができず、科学的

な根拠に基づいて課題に対応す

ることができない。

評価規準 具体的な評価規準
評価方法等

学習内容 Ａ：十分満足できる Ｂ：おおむね満足できる Ｃ：努力を要する

【知識・技術】

会計帳簿の概要と伝票による記

帳の効率化について理論と実務

とを関連付けておおむね理解す

ると共に、関連する技術をある

程度身につけている。

会計帳簿の概要と伝票による記

帳の効率化について理論と実務

とを関連付けて理解すると共

に、関連する技術を身につけて

いる。

会計帳簿の概要と伝票による記

帳の効率化について理論と実務

とを関連付けておおむね理解す

ると共に、関連する技術をある

程度身につけている。

会計帳簿の概要と伝票による記

帳の効率化についての理解が不

十分であり、関連する技術も見

に付いていない。

・行動観察

・ワークシート

・発言，発表

評価規準 具体的な評価規準
評価方法等

学習内容 Ａ：十分満足できる

・行動観察

・問題集

・ワークシート

・テスト

〔指導項目〕の評価規準

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

会計帳簿の概要と伝票による記帳の効率化につ

いて理論と実務とを関連付けておおむね理解す

ると共に、関連する技術をある程度身につけて

いる。

伝票による記帳の効率化の方法の妥当性と実務

における課題を見いだし、科学的な根拠に基づ

いて課題にある程度対応することができる。

会計帳簿の概要と記帳の効率化について自ら学

び、伝票の利用にある程度取り組もうとしてい

る。

〔指導項目〕 第Ⅳ編　会計帳簿

〔指導項目〕の

目標

①
主要簿と補助簿など帳簿の種類とそれぞれの関係、企業の分課制度と会計帳簿の関係および帳簿の形式について

理解させる。

② 証ひょうや伝票の意義および入金伝票・出金伝票・振替伝票の起票方法について理解させる。

③ １伝票制が実務で多く採用されている理由について主体的に考えさせる。

「簿記」シラバス

学校名 沖縄県立名護商工高等学校 科目名 簿記

問題集
簿記実務検定対策問題集　合格ガイド３級

令和５年度版簿記実務検定模擬試験問題集３級
学年 1 学科 商業科

教科書
簿記

東京法令出版（商業710）
単位数 4 時間(回数) 25



R5　簿記

　指導計画・評価計画

知 思 態

1 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

18 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

計 4 4 4

定期テスト

時間

(回)
学習内容 学習目標【ねらい】

評価の観点
評価資料・評価方法

第Ⅳ編「会計帳簿」

第１章「帳簿」

　①帳簿の種類

　②分課制度と帳簿組織

　③帳簿の形式

○主要簿と補助簿など帳簿の種類とそ

れぞれの関係、企業の分課制度と会計

帳簿の関係および帳簿の形式について

理解させる。

第２章「３伝票制による記帳」

　①証ひょう②伝票

　③仕訳伝票の利用④３伝票制

○証ひょうや伝票の意義および入金伝

票・出金伝票・振替伝票の起票方法に

ついて理解させる。

全商簿記検定３級対策 ○これまで学習してきた内容を確認し

ながら全商簿記検定３級受験に向けて

取り組む。

学年末考査

25時間

・行動観察

・問題集

・ワークシート

・テスト

・行動観察

・問題集

・ワークシート

・テスト

・行動観察

・問題集

・ワークシート

・テスト



R5　簿記

　指導計画・評価計画

知 思 態

4 ○ ○ ○

計 1 1 1

第Ⅴ編「特殊な取引」

第１章「特殊な手形取引の記帳」

　①手形の書き換え

　②不渡手形

　③営業外手形

○約束手形の書き換え、不渡手形、営

業外手形の記帳法について理解させ

る。

○不渡手形勘定が資産となる理由につ

いて主体的に考察し、表現させる。

・行動観察

・問題集

・ワークシート

・テスト

4時間

・行動観察

・ワークシート

・発言，発表

時間

(回)
学習内容 学習目標【ねらい】

評価の観点
評価資料・評価方法

【主体的に学習に取り組む態度】

特殊な手形取引の記帳について

自ら学び、適正な会計帳簿の悪

性にある程度取り組もうとして

いる。

特殊な手形取引の記帳について

自ら学び、適正な会計帳簿の作

成に主体的かつ協働的に取り組

もうとしている。

特殊な手形取引の記帳について

自ら学び、適正な会計帳簿の作

成にある程度取り組もうとして

いる。

特殊な手形取引の記帳について

進んで学習せず、適正な会計帳

簿の作成に取り組もうとしな

い。

・行動観察

・ワークシート

・発言，発表

評価規準 具体的な評価規準
評価方法等

学習内容 Ａ：十分満足できる

評価規準 具体的な評価規準
評価方法等

学習内容 Ａ：十分満足できる Ｂ：おおむね満足できる Ｃ：努力を要する

Ｂ：おおむね満足できる Ｃ：努力を要する

【思考・判断・表現】

特殊な手形取引の記帳法の妥当

性と実務における課題を見いだ

し、科学的な根拠に基づいて課

題にある程度対応することがで

きる。

特殊な手形取引の記帳法の妥当

性と実務における課題を見いだ

し、科学的な根拠に基づいて課

題に対応することができる。

特殊な手形取引の記帳法の妥当

性と実務における課題を見いだ

し、科学的な根拠に基づいて課

題にある程度対応することがで

きる。

特殊な手形取引の記帳法の妥当

性と実務における課題を見いだ

すことができず、科学的な根拠

に基づいて課題に対応する事が

できない。

評価規準 具体的な評価規準
評価方法等

学習内容 Ａ：十分満足できる Ｂ：おおむね満足できる Ｃ：努力を要する

【知識・技術】

特殊な手形の記帳について理論

と実務とを関連付けて概ね理解

すると共に、関連する技術をあ

る程度身につけている。

特殊な手形の記帳について理論

と実務とを関連付けて理解する

と共に、関連する技術をある程

度身につけている。

特殊な手形の記帳について理論

と実務とを関連付けておおむね

理解すると共に、関連する技術

をある程度身につけている。

特殊な手形の記帳についての理

解が不十分であり、関連する技

術も身につけていない。
・行動観察

・問題集

・ワークシート

・テスト

〔指導項目〕の評価規準

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

特殊な手形の記帳について理論と実務とを関連

付けて概ね理解すると共に、関連する技術をあ

る程度身につけている。

特殊な手形取引の記帳法の妥当性と実務におけ

る課題を見いだし、科学的な根拠に基づいて課

題にある程度対応することができる。

特殊な手形取引の記帳について自ら学び、適正

な会計帳簿の悪性にある程度取り組もうとして

いる。

〔指導項目〕 第Ⅴ編　特殊な取引

〔指導項目〕の

目標

① 約束手形の書き換え、不渡手形、営業外手形の記帳法について理解させる。

② 不渡手形勘定が資産となる理由について主体的に考えさせる。

「簿記」シラバス

学校名 沖縄県立名護商工高等学校 科目名 簿記

問題集
簿記実務検定対策問題集　合格ガイド３級

令和５年度版簿記実務検定模擬試験問題集３級
学年 1 学科 商業科

教科書
簿記

東京法令出版（商業710）
単位数 4 時間(回数) 4



R5　簿記

・行動観察

・ワークシート

・発言，発表

【主体的に学習に取り組む態度】

決算について自ら学び、適正な

決算整理と財務諸表の作成にあ

る程度取り組もうとしている。

決算について自ら学び、適正な

決算整理と財務諸表の作成に取

り組もうとしている。

決算について自ら学び、適正な

決算整理と財務諸表の作成にあ

る程度取り組もうとしている。

決算について進んで学習しよう

とせず、適正な決算整理と財務

諸表の作成に取り組もうとして

いない。

・行動観察

・ワークシート

・発言，発表

評価規準 具体的な評価規準
評価方法等

学習内容 Ａ：十分満足できる

評価規準 具体的な評価規準
評価方法等

学習内容 Ａ：十分満足できる Ｂ：おおむね満足できる Ｃ：努力を要する

Ｂ：おおむね満足できる Ｃ：努力を要する

【思考・判断・表現】

決算の方法の妥当性と実務にお

ける課題を見いだし、科学的な

根拠に基づいて課題にある程度

対応することができる。

決算の方法の妥当性と実務にお

ける課題を見いだし、科学的な

根拠に基づいて課題に自主的か

つ協働的に対応することができ

る。

決算の方法の妥当性と実務にお

ける課題を見いだし、科学的な

根拠に基づいて課題にある程度

対応することができる。

決算の方法の妥当性と実務にお

ける課題を見いだす事ができ

ず、科学的な根拠に基づいて課

題に対応する事ができない。

評価規準 具体的な評価規準
評価方法等

学習内容 Ａ：十分満足できる Ｂ：おおむね満足できる Ｃ：努力を要する

【知識・技術】

決算について理論と実務とを関

連付けて概ね理解するととも

に、関連する技術をある程度身

につけている。

決算について理論と実務とを関

連付けて理解するとともに、関

連する技術を身につけている。

決算について理論と実務とを関

連付けて概ね理解するととも

に、関連する技術をある程度身

につけている。

決算についての理解が不十分で

あり、関連する技術も見に付い

ていない。

・行動観察

・問題集

・ワークシート

・テスト

〔指導項目〕の評価規準

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

決算について理論と実務とを関連付けて概ね理

解するとともに、関連する技術をある程度身に

つけている。

決算の方法の妥当性と実務における課題を見い

だし、科学的な根拠に基づいて課題にある程度

対応することができる。

決算について自ら学び、適正な決算整理と財務

諸表の作成にある程度取り組もうとしている。

〔指導項目〕 第Ⅵ編　決算（２）

〔指導項目〕の

目標

①
〇固定資産の減価償却費の計算と記帳（定率法と間接法）、有価証券の評価、当座借越勘定への振り替え、費

用・収益の繰延べ・見越しに係る記帳法について理解させる。

③ 〇前払金と前払費用のちがいについて主体的に考えさせる。

②
〇控除形式の貸借対照表と２区分の損益計算書を作成する方法について理解させ、資料をもとに財務諸表を作成

する学習活動に取り組ませる。

「簿記」シラバス

学校名 沖縄県立名護商工高等学校 科目名 簿記

問題集
簿記実務検定対策問題集　合格ガイド３級

令和５年度版簿記実務検定模擬試験問題集３級
学年 1 学科 商業科

教科書
簿記

東京法令出版（商業710）
単位数 4 時間(回数) 5



R5　簿記

　指導計画・評価計画

知 思 態

5 ○ ○ ○

計 1 1 1

・行動観察

・問題集

・ワークシート

・テスト

第Ⅵ編「決算⑵」

第１章「決算整理（その２）」

　①減価償却費の間接法による

　記帳

　②定率法による減価償却費の

　計算

　③有価証券の評価

　④当座借越勘定への振り替え

　⑤費用・収益の見越し繰り延

　べ

　⑥精算表の作成

　⑦損益計算書・貸借対照表

〇固定資産の減価償却費の計算と記帳

（定率法と間接法）、有価証券の評

価、当座借越勘定への振り替え、費

用・収益の繰延べ・見越しに係る記帳

法について理解させる。

〇控除形式の貸借対照表と２区分の損

益計算書を作成する方法について理解

させ、資料をもとに財務諸表を作成す

る学習活動に取り組ませる。

〇前払金と前払費用のちがいについて

主体的に考えさせ、説明させる。

5時間

時間

(回)
学習内容 学習目標【ねらい】

評価の観点
評価資料・評価方法



R5　簿記

「簿記」シラバス

学校名 沖縄県立名護商工高等学校 科目名 簿記

問題集
簿記実務検定対策問題集　合格ガイド３級

令和５年度版簿記実務検定模擬試験問題集３級
学年 1 学科 商業科

教科書
簿記

東京法令出版（商業710）
単位数 4 時間(回数) 4

〔指導項目〕の評価規準

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

本支店会計について理論と実務とを関連づけて

概ね理解するとともに、関連する技術をある程

度身につけている。

本支店会計に関する取引の記録と財務諸表の合

併の方法の妥当性と実務における課題を見いだ

し、科学的な根拠に基づいて課題にある程度対

応する事ができる。

本支店会計について自ら学び、適正な本店・支

店間取引の記録および財務諸表の合併にある程

度取り組もうとしている。

〔指導項目〕 第Ⅶ編　本支店会計

〔指導項目〕の

目標

①
〇支店会計が独立している場合の本店と支店間の取引、支店が計上した当期純損益の処理、支店相互間の取引の

記帳法について理解させる。

②
〇支店会計が独立している場合の本店と支店における決算手続の流れ、未達取引の整理方法、内部利益を含まな

い合併財務諸表の作成方法について理解させる。

③
〇本支店の財務諸表を合わせて企業外部の利害関係者に報告することの意義ないし必要性について主体的に考え

させる。

・行動観察

・問題集

・ワークシート

・テスト

評価規準 具体的な評価規準
評価方法等

学習内容 Ａ：十分満足できる Ｂ：おおむね満足できる Ｃ：努力を要する

【知識・技術】

本支店会計について理論と実務

とを関連づけて概ね理解すると

ともに、関連する技術をある程

度身につけている。

本支店会計について理論と実務

とを関連づけて理解するととも

に、関連する技術を身につけて

いる。

本支店会計について理論と実務

とを関連づけて概ね理解すると

ともに、関連する技術をある程

度身につけている。

本支店会計についての理解が不

十分であり、関連する技術も見

に付いていない。

評価規準 具体的な評価規準
評価方法等

学習内容 Ａ：十分満足できる Ｂ：おおむね満足できる Ｃ：努力を要する

Ｂ：おおむね満足できる Ｃ：努力を要する

【思考・判断・表現】

本支店会計に関する取引の記録

と財務諸表の合併の方法の妥当

性と実務における課題を見いだ

し、科学的な根拠に基づいて課

題にある程度対応する事ができ

る。

本支店会計に関する取引の記録

と財務諸表の合併の方法の妥当

性と実務における課題を見いだ

し、科学的な根拠に基づいて課

題に対応する事ができる。

本支店会計に関する取引の記録

と財務諸表の合併の方法の妥当

性と実務における課題を見いだ

し、科学的な根拠に基づいて課

題にある程度対応する事ができ

る。

本支店会計に関する取引の記録

と財務諸表の合併の方法の妥当

性と実務における課題を見いだ

す事ができず、科学的な根拠に

基づいて課題に対応することが

できない。

・行動観察

・ワークシート

・発言，発表

評価規準 具体的な評価規準
評価方法等

学習内容 Ａ：十分満足できる

・行動観察

・ワークシート

・発言，発表

【主体的に学習に取り組む態度】

本支店会計について自ら学び、

適正な本店・支店間取引の記録

および財務諸表の合併にある程

度取り組もうとしている。

本支店会計について自ら学び、

適正な本店・支店間取引の記録

および財務諸表の合併に主体的

かつ協働的に取り組もうとして

いる。

本支店会計について自ら学び、

適正な本店・支店間取引の記録

および財務諸表の合併にある程

度取り組もうとしている。

本支店会計について進んで学習

せず、適正な本店・支店間取引

の記録および財務諸表の合併に

取り組もうとしていない。



R5　簿記

　指導計画・評価計画

知 思 態

4 ○ ○ ○

4 ○ ○ ○

計 2 2 2

第２章「本支店財務諸表の合併」

①本支店財務諸表合併の必要性

②未達取引の整理

③合併貸借対照表の作成

④合併損益計算書の作成

〇本支店の財務諸表を合わせて企業外

部の利害関係者に報告することの意義

ないし必要性について主体的に考察

し、表現させる。

8時間

・行動観察

・問題集

・ワークシート

・テスト

・行動観察

・問題集

・ワークシート

・テスト

第Ⅶ編「本支店会計」

第１章「本支店間の取引」

　①支店会計の独立

　②本店・支店間の取引

　③支店相互間の取引

〇支店会計が独立している場合の本店

と支店間の取引、支店が計上した当期

純損益の処理、支店相互間の取引の記

帳法について理解させる。

〇支店会計が独立している場合の本店

と支店における決算手続の流れ、未達

取引の整理方法、内部利益を含まない

合併財務諸表の作成方法について理解

時間

(回)
学習内容 学習目標【ねらい】

評価の観点
評価資料・評価方法



成績評価

・評価は３観点の評価規準への到達具合を見取る

・成績の評価は観点別の絶対評価とし，学年末のみ５段階の評価を表示する

知 思 態

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

3 ○ ○ ○

2

2

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

2 　 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

10

4

2 ○ ○ ○

6

第３章　情報の集計と分析

　１節　ビジネスと統計

　①表計算ソフトウェアの活用例

　②統計の基礎

・統計的手法を用いてビジネスに関する情報を分析することの重要性

について指導する。

・情報を分析して，傾向を把握する能力を身に付けるためにビジネス

を想定した題材を用いて指導する。

（教科書P91～99）

・統計で扱うデータの種類やデータを

収集するための調査方法について理解

している。

〔評価方法〕

ワークシート（形成的評価）

教科書P99演習問題_1･2（統括的評

価）

・情報を分析して適切に表現すること

ができる。

〔評価方法〕

ワークシート（形成的評価）

教科書P99演習問題_1･2（統括的評

価）

・情報の重要性について理解するとと

もに，情報を分析して適切に表現し，

主体的かつ協働的に取り組むことがで

きる。

〔評価方法〕

行動観察（形成的評価）

ルーブリック（統括的評価）

・目的に応じた表を作成するために，

どの関数を使用のかを判断し，適切な

結果を表現することができる。

〔評価方法〕

ワークシート（形成的評価）

実技例題（形成的評価）

・表を完成するために，基本的な操作

や関数の使用方法を主体的に身につけ

ようと取り組むことができる。

〔評価方法〕

行動観察（形成的評価）

ルーブリック（統括的評価）

練習実技問題（形成的評価）

第３章　情報の集計と分析

　２節　関数を利用した表の作成

　①データの入力と計算式の設定

　②基本的な関数（１）

・基本的な操作や計算式及び関数について理解し，目的に応じて適切

な表の作成する技術を身に付け，表やグラフを用いて伝えたいことを

表現する方法について指導する。

（教科書P100～125）

○ ○ ○

・基本的な操作や関数等について理解

している。

・表を作成する技術を習得している。

〔評価方法〕

ワークシート（形成的評価）

実技例題（形成的評価）

教科書P125演習問題_1･2･3（統括的評

価）
7

〔評価方法〕

定期考査（統括的評価）

〔評価方法〕

定期考査（統括的評価）

〔評価方法〕

定期考査（統括的評価）

〔評価方法〕

定期考査（統括的評価）

第２章　コンピュータシステムと

　　　　　　情報通信ネットワーク

　４節　情報セキュリティの確保

　①セキュリティ管理の重要性

　②セキュリティの管理

・情報化社会に参画するために個人が身につけるべきセキュリティ管

理の方法について指導する。

（教科書P82～90）

・情報セキュリティを脅かすリスクに

ついて理解している。

・個人が身につけるべき方策や様々な

問題点などについて理解している。

〔評価方法〕

小テスト（形成的評価）

・情報技術におけるセキュリティ管理

について興味を持ち，対策などを考察

し，表現することができる。

〔評価方法〕

ワークシート（統括的評価）

・個人や企業が情報セキュリティにつ

いて配慮することの重要性を理解し，

情報セキュリティを確保する方法につ

いて主体的に学習しようとしている。

〔評価方法〕

行動観察（形成的評価）

ルーブリック（統括的評価）

教科書P90探求問題（レポート）（統括

的評価）

第２章　コンピュータシステムと

　　　　　　情報通信ネットワーク

　３節　インターネットの活用

　①Ｗｅｂページの検索

　②Ｗｅｂページの活用

　③電子メールの活用

・Ｗｅｂページを活用してビジネスに関する情報を検索・収集する方

法について指導する。

・情報の正確さと価値を見極める方法について指導する。

・電子メールの利用方法について指導する。

（教科書P72～81）

・検索エンジンやブラウザの活用方法

などのインターネットを用いて情報を

収集するための技術を身につけてい

る。

〔評価方法〕

小テスト（形成的評価）

教科書P90演習問題_3（統括的評価）

・インターネットで入手した情報の信

ぴょう性について判断し，情報を適切

に収集・活用する方法について考え，

表現することができる。

〔評価方法〕

ワークシート（統括的評価）

・情報を適切に活用するための情報リ

テラシーを身につけようと主体的かつ

協働的に学習しようとしている。

〔評価方法〕

行動観察（形成的評価）

ルーブリック（統括的評価）

第２章　コンピュータシステムと情報

通信ネットワーク

　２節　情報通信ネットワークの

　　　　　　　　　　しくみと構成

　①情報通信ネットワークの役割

　②情報通信ネットワークの構成

　③インターネットのしくみ

・情報通信ネットワークを利用したビジネス情報の検索と活用方法に

ついて指導する。

（教科書P60～71）

・情報通信ネットワークを構成する機

器の種類や特徴について理解してい

る。

〔評価方法〕

小テスト（形成的評価）

教科書P90演習問題_2（統括的評価）

・検索・収集にインターネットを利用

することに興味を持ち，効率的な検索

をし，表現することができる。

〔評価方法〕

ワークシート（統括的評価）

・情報通信ネットワークが実現する利

便性や，情報通信ネットワークの仕組

みについて，主体的に学習しようとし

ている。

〔評価方法〕

行動観察（形成的評価）

ルーブリック（統括的評価）

第１章　企業活動と情報処理

　３節　コミュニケーションと

                                      情報デザイン

　①情報デザインの重要性

　②情報デザインの影響と効果

・企業における適切な情報処理について理解するとともに，関連する

技術を指導する。

（教科書P30～38）

・情報処理における情報デザインつい

て理解するとともに，関連する技術を

身に付けている。

〔評価方法〕

ポスター制作（統括的評価）

・情報処理における情報デザインの意

義と課題について，企業活動と関連付

けて見いだせる。

〔評価方法〕

ワークシート（統括的評価）

教科書P37演習問題_3（統括的評価）

・企業における情報処理について自ら

学び，適切な情報処理に主体的かつ協

働的に取り組むことができる。

〔評価方法〕

行動観察（形成的評価）

ルーブリック（統括的評価）

教科書P38探求問題_1.2（統括的評価）

・ビジネスに活用できるハードウェア

とソフトウェアを適切に構成して，そ

の機能を活用することができる。

〔評価方法〕

ワークシート（統括的評価）

・コンピュータシステムのしくみにつ

いて，主体的に学習しようとしてい

る。

〔評価方法〕

行動観察（形成的評価）

ルーブリック（統括的評価）

第２章　コンピュータシステムと

                      情報通信ネットワーク

　１節　コンピュータシステムの概要

　①ハードウェア

　②ソフトウェア

・コンピュータの基本的な機能と構成を理解し，ハードウェアとソフ

トウェアの種類と機能について理解するとともに，それを活用する基

本的な技術を指導する。

（教科書P39～59）

○

第１章　企業活動と情報処理

　２節　情報モラルと法規

　①情報社会の価値とモラル

　②情報社会と法規

　③個人情報の保護

　④知的財産の保護

・身近な事例から情報の価値を考える学習活動により，情報を正しく

取り扱うことの大切さに気づき，そのために必要な情報モラルの基本

的な考え方や態度について指導する。

・情報を取り扱う上で守るべき法規の必要性について，具体的な事例

と関連付けて指導する。

（教科書P20～29）

・情報を取り扱う上で守るべき法律を

理解している。

・個人情報や知的財産を保護すること

の意義を理解している。

〔評価方法〕

小テスト（形成的評価）

教科書P37演習問題_2（統括的評価）

・情報を取り扱う上で守るべき法律の

目的と概要を説明できる。

・身近な事例で情報モラルにもとづい

た正しい行動のあり方を考え，説明す

ることができる。

〔評価方法〕

ワークシート（統括的評価）

・法令を遵守しようとする態度を身に

つけようと取り組むことができる。

・情報モラルにもとづいた正しい行動

をしようとする態度を身につけようし

ている。

〔評価方法〕

行動観察（形成的評価）

ルーブリック（統括的評価）

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度

第１章　企業活動と情報処理

　１節　情報処理の重要性

　①情報の意義と役割

　②情報システム

　③ビジネスとコンピュータ

・身近な事例を基に情報とは何かを考える学習活動により，情報の意

義と役割について指導する。

・社会で利用されている情報システムの例や，ビジネスにおける情報

活用の実際を学ぶことにより，コンピュータを利用した情報の処理や

活用の重要性を指導する。

・情報処理に関わる職業や仕事を学ぶことにより，ICT人材に求めら

れる役割と身につけるべき能力について指導する。

（教科書P7～19）

・情報システムの構成や処理方式の概

要を理解している。

・日常利用しているさまざまな情報シ

ステムに関心を持ち，その意義や役割

を考え，理解している。

〔評価方法〕

小テスト（形成的評価）

教科書P37演習問題_1（統括的評価）

・情報の意義と重要性について考え，

説明することができる。

・情報システムの構成や処理方式の具

体的な利用例を説明できる。

〔評価方法〕

ワークシート（統括的評価）

・ビジネスにおける情報の役割を理解

し，これを活用するための知識や技術

を積極的に身につけようと取り組むこ

とができる。

・情報処理の重要性について関心を持

ち，情報処理について主体的に学習し

ようとしている。

〔評価方法〕

行動観察（形成的評価）

ルーブリック（統括的評価）

年間指導計画表

月
予定時

数

実施時

数
指導項目 指導内容（教科書）

評価の観点 評価規準・評価方法
振り返り

令和５年度　商業（１年情報処理：商業科）シラバス

学校名 課程 校長名 教頭名 担当者名

使用する教科書

情報処理 　 3 ２～４ 商業科 １年４組 必修 情報処理（実教 商業７１６）

科目名 単位数 標準単位数 対象学科・コース・類型・系列 対象学年・組 必修・選択

県立名護商工高等学校 全日制

特記事項

科目目標

　商業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，企業において情報を適切に扱うために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

（１）企業において情報を扱うことについて実務に即して体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。【知識及び技術】

（２）企業において情報を扱うことに関する課題を発見し，ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を養う。【思考力・判断力・表現力】

（３）企業活動を改善する力の向上を目指して自ら学び，企業において情報を適切に扱うことに主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。【学びに向かう力、人間性等】

評価の観点

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度

　企業において情報を扱うことについて実務に即して体系

的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けて

いる。

　企業において情報を扱うことに関する課題を発見し，ビジネスに

携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を身に

付けている。

　企業活動を改善する力の向上を目指して自ら学び，企業において情報を

適切に扱うことに主体的かつ協働的に取り組む態度を身に付けている。

○ ○

・コンピュータの基本的な機能と構成

を理解している。

・コンピュータの機能を実現するため

のソフトウェアについて，その種類や

特徴を理解している。

〔評価方法〕

小テスト（形成的評価）

教科書P90演習問題_1（統括的評価）

中間考査
〔評価方法〕

定期考査（統括的評価）

期末考査

答案指導

〔評価方法〕

定期考査（統括的評価）

4

5



知 思 態 知識・技術 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度
月

予定時

数

実施時

数
指導項目 指導内容（教科書）

評価の観点 評価規準・評価方法
振り返り

6 ○ ○ ○

6

5

8 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

4

9

2 ○ ○ ○

1 8 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

4 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

計 105

期末考査

答案指導

〔評価方法〕

定期考査（統括的評価）

〔評価方法〕

定期考査（統括的評価）

〔評価方法〕

定期考査（統括的評価）

3

総合演習 ・各種ソフトウェアを適切に活用し，様々な報告書や文書を作成，ま

たは発表する。

・これまでに習得した技術で各種ソフ

トウェアを活用し，実習内容にあった

文書作成などを作成することができ

る。

〔評価方法〕

総合演習（統括的評価）

・実習内容にあった適切な文書などに

必要な処理などを考察し，適切に表現

することができる。

〔評価方法〕

ワークシート（形成的評価）

総合演習（統括的評価）

・各種ソフトウェアを活用し，実習内

容を完成させることを目標に，主体的

に取り組むことができる。

〔評価方法〕

総合演習（統括的評価）

第５章　プレゼンテーション

　２節　ビジネスにおける

　　　　　　　　プレゼンテーション

　①プレゼンテーションの種類

　②プレゼンテーションソフトウェア

　　　　　　　　　　　　　　の利用

　③プレゼンテーションスライド

　　　　　　　　　　　　　　の作成

・目的や形態によるプレゼンテーション方法の違いにつて理解すると

ともに，プレゼンテーションソフトウェアを活用した実習を通して，

資料の作成などの発表準備から発表までの一連の活動について理解を

深めるため指導する。

（教科書P248～259）

・プレゼンテーションソフトウェアの

特徴や画面構成について理解し，基本

的な操作方法を習得している。

・目的に応じた適切な方法で，資料作

成の技術を習得している。

・プレゼンテーションを効果的に演出

するための技術を習得している。

〔評価方法〕

実技例題（形成的評価）

教科書P259探求問題_1（統括的評価）

・目的に応じたストーリーの展開や資

料の作成，話し方などについて考察

し，効果的なプレゼンテーションを表

現することができる。

〔評価方法〕

実技例題（形成的評価）

教科書P259探求問題_1（統括的評価）

・プレゼンテーションソフトウェアを

適切に活用することができれば，より

効果的なプレゼンテーションを実現す

ることができることを理解し，その方

法を主体的に学習しようとしている。

・実習や探究問題に主体的かつ協働的

に取り組むことができる。

〔評価方法〕

行動観察（形成的評価）

ルーブリック（統括的評価）

教科書P259探求（グループ発表）問題

_2（統括的評価）

〔評価方法〕

定期考査（統括的評価）

〔評価方法〕

定期考査（統括的評価）

〔評価方法〕

定期考査（統括的評価）

第５章　プレゼンテーション

　１節　プレゼンテーションの技法

　①プレゼンテーションの意義

　②プレゼンテーションの基礎

・ビジネス活動におけるプレゼンテーションの意義を理解するととも

に，基礎的な技法を指導する。

（教科書P237～247）

・プレゼンテーション活動の意義や役

割を理解している。

・情報収集や整理，内容構成など，プ

レゼンテーションの準備から評価改善

に至るまでの一連の流れや基礎的な技

法を習得している。

〔評価方法〕

小テスト（形成的評価）

・プレゼンテーションにおいて，どの

ような表現を用いればより効果的に情

報を伝えることができるのかを考慮し

表現することができる。

〔評価方法〕

ワークシート（形成的評価）

・効果的なプレゼンテーションを行う

方法について，主体的が学習に取り組

むことができる。

〔評価方法〕

行動観察（形成的評価）

ルーブリック（統括的評価）

第４章　ビジネス文書の作成

　３節　応用文書の作成

　①表計算を含んだ文書の作成

　②表計算とグラフを含んだ文書の作

成

　③表現力に富んだ報告書の作成

　④その他の機能

・ワープロの多様な機能を利用して，表やグラフなどを含む応用的な

文書の作成に関する知識と技術について指導する。

（教科書P220～236）

・計算機能やグラフ，イラストなどを

利用した表現力に富んだ文書を作成す

る技術を習得している。

・表計算ソフトウェアと連携した文書

作成ができ，データの差し込み機能を

理解している。

〔評価方法〕

実技例題（形成的評価）

教科書P234演習問題（統括的評価）

・各ビジネス文書において，どのよう

な機能を活用すれば伝わりやすく分か

りやすい文章になるのかを考え，適切

に表現することができる。

〔評価方法〕

実技練習問題（形成的評価）

・各ビジネス文書に工夫を凝らし，伝

わりやすく分かりやすいものにしよう

と主体的に学習に取り組むことができ

る。

〔評価方法〕

行動観察（形成的評価）

ルーブリック（統括的評価）

教科書P236探求問題（統括的評価）

期末考査

答案指導

○ ○

・ワープロの基本的な操作方法やホー

ムポジションとタッチメソッドについ

てい理解している。

・ワープロのいろいろな編集機能の操

作方法を理解している。

・機器やソフトウェアを適切に使用

し，例題や練習問題を仕上げる技術を

習得している。

〔評価方法〕

実技例題（形成的評価）

教科書P191演習問題_1･2（統括的評

価）

教科書P203演習問題（統括的評価）

教科書P218演習問題_1･2（統括的評

価）

・分かりやすい文書作成をするために

どのような表現を用いればいいのか考

え，適切に表現することができる。

〔評価方法〕

ワークシート（形成的評価）

実技例題（形成的評価）

実技練習問題（統括的評価）

・文書作成ソフトウェアの各機能を適

切に用いて，伝わりやすく分かりやす

い文章を作成する方法を主体的が学習

しようとしている。

〔評価方法〕

行動観察（形成的評価）

ルーブリック（統括的評価）

第４章　ビジネス文書の作成

　１節　ビジネス文書と表現

　①ビジネス文書の役割

　②ビジネス文書の構成

・文書情報がコミュニケーションの重要な手段として，ビジネスの諸

活動の中で果たしている役割や種類について指導する。

（教科書P177～183）

・情報と文書の関係などについて興味

を持ち，各種文書の役割や文書の構成

要素などについて理解している。

・敬語表現について理解している。

〔評価方法〕

小テスト（形成的評価）

・さまざまな文章を比較し，どのよう

な文章や表現方法が分かりやすいのか

を考え，適切に表現することができ

る。

〔評価方法〕

ワークシート（統括的評価）

・同じ内容でも，文章の作成方法に

よって伝わりやすさに差が出ることを

理解し，伝わりやすい文章を書く方法

を主体的に学習しようとしている。

〔評価方法〕

行動観察（形成的評価）

ルーブリック（統括的評価）

第４章　ビジネス文書の作成

　２節　基本文書の作成

　①ワープロの操作と入力方法

　②ワープロを利用した文書の作成

　③社外文書

　④社内文書

・ワープロの利用に関する知識と技術を習得させ，文書の構成，構成

要素の配置，文書作成の要領について指導する。

・基本的な社内文書や社外文書を取り上げて，作成に関する知識と技

術について指導する。

（教科書P184～219）

○

第３章　情報の集計と分析

　５節　問題の発見と解決の方法

　①問題の発見と問題解決のプロセス

　②モデル化とシミュレーション

　③アルゴリズムとプログラム

・事象をモデル化し，シミュレーションを行う基礎的な技法及びアル

ゴリズムを考案し，プログラムとして表現する基礎的な技法を用いた

問題の発見と解決について考察する。また，ロジックツリー，PPM分

析などを活用した情報の整理及びPDCAサイクルによる企業活動の改

善について指導する。

（教科書P166～176）

・ビジネスに関する問題の発見と解決

について，基礎的な技法を理解してい

る。

〔評価方法〕

小テスト（形成的評価）

・ビジネスに関する問題の発見と解決

について，情報の提供に対する要求を

分析し，科学的根拠に基づいて表現す

ることができる。

〔評価方法〕

ワークシート（統括的評価）

・ビジネスに関する問題の発見と解決

について，自ら学び，適切な情報の提

供と効果的な活用について主体的かつ

協働的に取り組むことができる。

〔評価方法〕

行動観察（形成的評価）

ルーブリック（統括的評価）

教科書P176探求（グループ発表）問題

_1･2（統括的評価）

第３章　情報の集計と分析

　４節　情報の整列・検索・抽出

　①データの整列

　②データの検索・抽出

・大量のデータを目的に応じた利用しやすい形で活用するために，表

計算ソフトのデータベース機能を利用して，整列や検索，抽出の技法

について指導する。

（教科書P162～165）

・データベース機能などを利用して，

データの分類や整列，必要なデータの

検索，抽出するための技術を習得して

いる。

〔評価方法〕

ワークシート（形成的評価）

実技例題（形成的評価）

・データを抽出する際，複雑な条件を

考慮して適切な結果を表現することが

できる。

〔評価方法〕

ワークシート（形成的評価）

実技例題（形成的評価）

・表計算ソフトウェアを適切に活用す

ることで，情報を分析したりすること

ができることを理解し，主体的にその

方法などを学習しようとしている。

〔評価方法〕

行動観察（形成的評価）

ルーブリック（統括的評価）

実技例題（形成的評価）

第３章　情報の集計と分析

　２節　関数を利用した表の作成

　③基本的な関数（２）

・基本的な操作や計算式及び関数について理解し，目的に応じて適切

な表の作成する技術を身に付け，表やグラフを用いて伝えたいことを

表現する方法について指導する。

（教科書P126～143）

・基本的な操作や関数等について理解

している。

・表を作成する技術を習得している。

〔評価方法〕

ワークシート（形成的評価）

実技例題（形成的評価）

教科書P143演習問題（統括的評価）

・目的に応じた表を作成するために，

どの関数を使用のかを判断し，適切な

結果を表現することができる。

〔評価方法〕

ワークシート（形成的評価）

実技例題（形成的評価）

・表を完成するために，基本的な操作

や関数の使用方法を主体的に身につけ

ようと取り組むことができる。

〔評価方法〕

行動観察（形成的評価）

ルーブリック（統括的評価）

練習実技問題（形成的評価）

第３章　情報の集計と分析

　３節　グラフの作成

　①種類と概要

　②基本的なグラフの作成

　③応用的なグラフの作成と活用

・グラフの種類や構成要素，特色を理解し，表計算ソフトウェアを利

用して目的に合ったグラフ作成方法について指導する。

（教科書P144～161）

○ ○ ○

・それぞれのグラフの特徴やグラフの

構成要素を理解している。

・目的に応じた適切なグラフを作成

し，グラフから読み取れる内容を理解

している。

〔評価方法〕

ワークシート（形成的評価）

実技例題（形成的評価）

教科書P161演習問題（統括的評価）

・目的や情報の種類に応じて，どのグ

ラフが適切なのかを考慮し，表現する

ことができる。

〔評価方法〕

ワークシート（形成的評価）

実技例題（形成的評価）

・表やグラフを用いることによって，

情報視覚的に分かりやすく表現するこ

とが可能となることを理解し，主体的

かつ協働的に取り組むことができる。

〔評価方法〕

行動観察（形成的評価）

ルーブリック（統括的評価）

練習実技問題（形成的評価）

9

10

11

12

2



成績評価

・評価は３観点の評価規準への到達具合を見取る

・成績の評価は観点別の絶対評価とし，学年末のみ５段階の評価を表示する
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ビジネス・コミュニケーション

　印　沖縄県立名護商工高等学校

主体的に取り組む態度

令和５年度　商業（１年ビジネスコミュニケーション：商業科）シラバス

印

使用する教科書

7実教 商業704 ビジネス・コミュニケーション2

単位数

　　印　

校長名

     　印

学校名 教頭名

振り返り
評価規準・評価方法

知識・技術
月

予定

時数

対象学年・組

1年4組

対象学科・コース・類型・系列

商業科

年間指導計画表

・挨拶がビジネスマナーの基本で

あり、コミュニケーションをはか

るうえで重要な行為であることを

理解している。

・身だしなみの基本について理解

している。

・敬語の基本についての知識を身

に付けている。

・名刺交換の方法と紹介のルール

を理解している。

・訪問のマナーや来客応対の重要

性について理解している。

・電話応対における適切なコミュ

ニケーションを理解している。

・席次のマナーについて、場所や

立場に応じた適切な行動を理解し

ている。

ペーパーテスト

ワークシート

ロールプレイング

・挨拶やお辞儀といったビジネス

マナーが今後の自身の生活にどの

ように関わってくるかについて考

えようとしている。

・身だしなみの基本について、そ

の概要を説明することができる。

・普段の生活から正しい敬語を使

用することができる。

・訪問や来客応対におけるマナー

について、その概要を説明するこ

とができる。

・電話応対における適切なコミュ

ニケーションについて説明するこ

とができる。

・席次の基本について、その概要

を説明することができる。

ペーパーテスト

ワークシート

ロールプレイング

行動観察

・挨拶やお辞儀、服装や髪形など

の身だしなみなどのマナーをさま

ざまな場面で実践していこうとす

る態度が見られる。

・敬語に興味・関心を持ち、主体

的に学習しようとしている。

・名刺交換の方法と商会のルール

について主体的に学習しようとし

ている。

・訪問のマナーや来客応対の必要

性を踏まえたうえで、状況に応じ

た訪問や来客対応について考えよ

うとしている。

・より良い電話の受け方とかけ方

について考えようとしている。

・席次について興味・関心を持

ち、主体的に学習しようとしてい

る。

行動観察

　ビジネスにおけるコミュニケーションについ

て実務に即して体系的・系統的に理解するとと

もに、関連する技術を身に付けている。

科目名

１編　ビジネスと

　　　コミュニケーション

１章　企業の組織と人間関係

１　企業の組織と意思決定

２　業務の進行方法

３　仕事に対する心がまえ

４　人的ネットワークの構築

特記事項

科目目標

評価の観点

実施

時数 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度

・組織の階層構造や業務の適切な

進行がビジネスに与える影響につ

いて考えようとしている。

・社会人としての心構えや良好な

人間関係を築く必要性を自分の将

来と結びつけて考えようとしてい

る。

・人的ネットワークや顧客との信

頼関係を構築することの重要性を

自分の将来と結びつけて考えよう

としている。

ワークシート

グループ発表

行動観察

・組織の階層構造や意思決定の方

法について主体的に学習しようと

している。

・社会人としての心構えや良好な

人間関係を築くことの必要性を主

体的に学習しようとしている。

・人的ネットワークや顧客との信

頼関係を構築することの重要性を

主体的に学習しようとしている。

行動観察

評価の観点

・組織の構造と意思決定の関係を

理解している。

・業務の適切な進行方法やそれを

実践する重要性を理解している。

・社会人としての心構えと良好な

人間関係を築く必要性を理解して

いる。

・人的ネットワークや顧客との信

頼関係を構築することの重要性を

理解している。

ワークシート

ペーパーテスト

担当者名

指導内容（教科書）

・企業の組織と意思決定について、組織の階層化や管理

の原則、意思決定の方法等について指導する。

・業務の進行方法について、指示・命令の受け方や、業

務の進め方、スケジュール管理について指導する。

・仕事に対する心がまえととして、社会人として望まし

い心がまえやルール、チームの一員として働く心がまえ

について指導する。

・人的ネットワークについて、社内の人的ネットワーク

や社外の人的ネットワーク、顧客との信頼関係の重要性

について指導する。

必修・選択

必修

課程

全日制

　ビジネスを円滑に展開する力の向上を目指して自ら学び，ビ

ジネスにおいてコミュニケーションを図ることに主体的かつ協

働的に取り組む態度を身に付けている。

　商業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，ビジネスにおけるコミュニケーションに必要な資質・能力を次のとおり育成するこ

とを目指す。

（１）ビジネスにおけるコミュニケーションについて実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。【知識及び技術】

（２）ビジネスにおけるコミュニケーションに関する課題を発見し、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を養う。

　　【思考力・判断力・表現力】

（３）ビジネスを円滑に展開する力の向上を目指して自ら学び、ビジネスにおいてコミュニケーションを図ることに主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

　　【学びに向かう力、人間性等】

標準単位数

２～4

知識・技術

・挨拶について、場面に応じた挨拶やお辞儀の仕方につ

いて指導する。

・身だしなみや表情と目線、身のこなしについて指導す

る。

・言葉遣いについて、敬語の使い方やコミュニケーショ

ンにおける言葉について指導する。

・名刺交換の方法や紹介のルールについて指導する。

・アポイントのマナーや訪問、受付での応対・案内のマ

ナー、お茶の接待のマナーについて指導する。

・電話応対の方法や状況に応じた電話応対について指導

する。

・席次のマナーについて、応接室や乗り物などについて

指導する。

　ビジネスにおけるコミュニケーションに関する課題を

発見し，ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づ

いて創造的に解決する力を身に付けている。

思考・判断・表現

指導項目

２編　ビジネスマナー

２章　応対に関する

　　　ビジネスマナー

１　挨拶

２　身だしなみ・表情・

　　身のこなし

３　言葉遣い

４　名刺交換と紹介

５　訪問・来客の応対

６　電話の応対

７　席次のマナー



知 思 態
振り返り

評価規準・評価方法

知識・技術
月

予定

時数

実施

時数 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度

評価の観点
指導内容（教科書）指導項目

6

8

〇

〇

〇

〇

〇

〇

7

5

〇

〇

〇

〇

〇

〇

9

8

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

10

8

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

11

8

〇

〇

〇

〇

〇

〇

12

5

〇

〇

〇

〇

〇

〇

７章　コミュニケーションと

　　　ビジネススキル

１　会議

２　文書における

　　コミュニケーション

・会議の目的と種類、会議の基本的な流れ、会場設営、

議事の進め方、メモと議事録の作成について指導する。

・文書の種類と内容、社外文書の書き方や作成方法、社

内文書の書き方や作成方法、電子メールの利用、はがき

や封筒、郵便物の特殊なサービスについて指導する。

・会議の目的と種類、基本的な流

れや会場設営、議事の進め方や議

事録の作成方法などについて理解

している。

・文書の種類と内容、社外文書・

社内文書の作成方法、電子メール

の利用、はがきや封筒の書き方や

郵便物の特殊なサービスについて

理解している。

ワークシート

ペーパーテスト

・ビジネスにおける会議の概要に

ついて説明することができる。

・文書の種類や内容を理解し、社

外文書、社内文書を作成すること

ができる。また、はがきや封筒の

書き方を理解し、書くことができ

る。

実技テスト

行動観察

・ビジネスにおける会議について

興味・関心を持ち、主体的に学習

しようとしている。

・文書におけるコミュニケーショ

ンに興味・関心を持ち、主体的に

学習しようとしている。

行動観察

４編　ビジネスと外国語

８章　企業活動の

　　　グローバル化

１　国際化の進展とビジネス

２　国際ビジネスにおける

　　コミュニケーション

・市場の国際化やビジネスシーンの国際化について指導

する。

・ノンバーバルコミュニケーションと文化、コミュニ

ケーションツールとしての英語について指導する。

・市場の国際化、ビジネスシーン

の国際化について理解している。

・ノンバーバルコミュニケーショ

ンの重要性やコミュニケーション

ツールとしての英語について理解

している。

ワークシート

ペーパーテスト

・市場の国際化、ビジネスシーン

の国際化について説明できる。

・ビジネスに必要な英語について

自ら学び、ビジネスにおける外国

人への対応に主体的かつ協働的に

取り組無ことができる。

ロールプレイング

行動観察

・市場の国際化、ビジネスシーン

の国際化について興味・関心を持

ち、主体的に学習しようとしてい

る。

・ビジネスに必要な英語について

興味・関心を持ち、主体的かつ協

働的に学習しようとしている。

行動観察

・ビジネスコミュニケーションの

役割と種類、およびその重要性に

ついて、主体的に学習しようとし

ている。

・ビジネスコミュニケーションの

心得に興味を持ち、主体的に学習

しようとしている。

・論理的な考え方やビジネスにお

けるフレームワークについて、興

味を持ち、主体的に学習しようと

している。

・ディベートに興味・関心を持

ち、積極的に参加している。

行動観察

・ビジネスコミュニケーションの

役割と種類、およびその重要性を

理解している。

・ビジネスコミュニケーションの

場面と心得を理解している。

・論理的な考え方とビジネスにお

けるフレームワークについて理解

している。

・ディベートの方法を理解してい

る。

ワークシート

ペーパーテスト

・ビジネスコミュニケーションの

役割と種類、その重要性について

説明することができる。

・ビジネスコミュニケーションの

場面と心得を理解し、説明するこ

とができる。

・論理的な考え方やビジネスにお

けるフレームワークについて、そ

の概要を説明することができる。

・ディベートの方法を理解し、活

動に参加することができる。

ワークシート

ディベート

３章　交際に関する

　　　ビジネスマナー

１　交際のマナー

２　食事のマナー

・冠婚葬祭の基礎知識や贈答、慶事、弔事のマナー、形

式別の作法や不祝儀袋について指導する。

・食事のマナーの基本や、西洋料理、日本料理、中華料

理のマナー、立食スタイルでのマナーについて指導す

る。

・冠婚葬祭の基礎知識、贈答・慶

事・弔事などのマナーについて、

場所や立場に応じた適切な行動を

理解している。

・食事のマナーの基本、西洋料

理・日本料理・中国料理・立食ス

タイルでのマナーについて、場所

や立場に応じた適切な行動を理解

している。

ペーパーテスト

ワークシート

・冠婚葬祭の基礎知識、贈答・慶

事・弔事などのマナーについて、

場所や立場に応じた適切な行動を

理解し、実践することができる。

・食事のマナーの基本、西洋料

理・日本料理・中国料理・立食ス

タイルでのマナーについて、場所

や立場に応じた適切な行動を理解

し、実践することができる。

ペーパーテスト

ワークシート

ロールプレイング

・普段の生活や、ビジネスにおい

て、慶事や弔事、食事や贈答のマ

ナーを守ることの重要性を理解し

たうえで、場面に応じて適切な行

動を実現していこうとする態度が

見える。

行動観察

４章　接客に関する

　　　ビジネスマナー

１　接客

２　ホスピタリティの

　　概念と重要性

３編　ビジネスにおける思考の

方法とコミュニケーション

５章　コミュニケーションの

　　　役割と思考方法

１　コミュニケーションの

　　役割と種類

２　ビジネスコミュニケー

　　ションの基本

３　ビジネスにおける

　　思考方法

４　ディベート

・効果的な接客、お客の購買心理、お客の購買心理に基

づく販売員の接客、クロージング、在庫管理と欠品対応

について指導する。

・ホスピタリティや外国人に対する接客について指導す

る。

・効果的な接客に必要な知識や態

度について理解している。

・ホスピタリティについて理解

し、外国人に対する接客の注意点

について考察できる。

ワークシート

・効果的な接客に必要な知識や態

度について理解し、実践すること

ができる。

・ホスピタリティがどのような場

面で求められるかについて、その

理由を考え、表現しようとしてい

る。

ロールプレイング

・接客に関心を持ち、その基本に

ついて様々な場面で実践していこ

うとする態度が見える。

・ホスピタリティに興味・関心を

持ち、主体的に学習しようとして

いる。

行動観察

６章　ビジネスにおける

　　　コミュニケーション

１　ディスカッション

２　プレゼンテーション

３　交渉

４　苦情対応

５　商品説明と

　　ワークショップ

６　ソーシャルメディアを

　　活用した情報発信

・ディスカッションとその場面、効果的なディスカッ

ションの方法について指導する。

・プレゼンテーションとその場面、効果的なプレゼン

テーションについて指導する。

・交渉とその場面、効果的な交渉、交渉に効果的な話法

について指導する。

・苦情対応の場面、効果的な苦情対応について指導す

る。

・商品説明の場面や店頭における商品説明、ネット

ショップにおける商品説明、ワークショップでの商品説

明について指導する。

・ソーシャルメディアの特徴やソーシャルメディアによ

る情報発信について指導する。

・ディスカッションの方法や意義

を理解している。

・効果的なプレゼンテーションの

方法について理解している。

・交渉、苦情対応など場面に応じ

た適切な行動を理解している。

・店頭やネットショップ、ワーク

ショップにおける効果的な商品説

明について理解している。

・ソーシャルメディアによる情報

発信の有用性と注意点について理

解している。

ワークシート

ペーパーテスト

行動観察

・ディスカッションの方法や意義

を理解し、討論することができ

る。

・プレゼンテーションツールを使

い、分かりやすい発表を行うこと

ができる。

・交渉、苦情対応など場面に応じ

た適切な行動を理解し、実践する

ことができる。

・店頭やネットショップ、ワーク

ショップにおける効果的な商品説

明について理解し、実践すること

ができる。

・ソーシャルメディアによる情報

発信の有用性と注意点について理

解し、実例を挙げることができ

る。

ロールプレイング

行動観察

・ディスカッションに主体的に参

加している。

・分かりやすい発表をおこなうた

めに主体的に工夫しようとしてい

る。

・交渉、苦情対応など場面に応じ

た適切な行動を身に付けようとし

ている。

・店頭やネットショップ、ワーク

ショップにおける効果的な商品説

明について主体的に学習しようと

している。

・ソーシャルメディアを活用した

情報発信に興味・関心を持ち、主

体的に学習しようとしている。

行動観察

・コミュニケーションの役割と種類について指導する。

・コミュニケーションの基本について、コミュニケー

ションの場面や心得について指導する。

・ビジネスにおける思考方法として、論理的な考え方や

フレームワークについて指導する。

・ディベートの方法や審判団による判定、その他のビジ

ネスコミュニケーションとの違いについて指導する。



知 思 態
振り返り

評価規準・評価方法

知識・技術
月

予定

時数

実施

時数 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度

評価の観点
指導内容（教科書）指導項目

1

5

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

2

6

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

3

6

〇

〇

〇

〇

〇

〇

・ビジネスレターの構成要素と封

筒の正しい書き方を理解し、ビジ

ネスレターや封筒を適切に作成す

ることができる。

・輸出入取引の流れについて理解

し、電子メールの利用で身に付け

た技術を用いて、適切に貿易取引

に関するビジネスメールを作成

し、相手方とやり取りすることが

できる。

・売買契約書、信用状、商業送り

状、船荷証券、為替手形の模範的

な書式を使って、仮想の取引先と

ビジネス文書でやり取りすること

ができる。

ロールプレイング

行動観察

・ビジネスレターや封筒の書き方

に興味・関心を持ち、主体的に学

習しようとしている。

・電子メールの構成やマナーにつ

いて興味・関心を持ち、主体的に

学習しようとしている。

・輸出入取引の流れについて興

味・関心を持ち、主体的に学習し

ようとしている。

・ビジネス文書でのやり取りに興

味・関心を持ち、主体的に学習し

ようとしている。

行動観察

９章　ビジネスの会話

１　国内での接客

２　入国

３　商談と会議

４　帰国

・電話のアポイントメントの受け方、受付での会話や挨

拶とスモールトーク、来訪の目的、観光案内について指

導する。

・入国審査や税関審査時について指導する。

・商品の確認や交渉について指導する。

・ホテルのチェックアウト方法や空港での出国手続きに

ついて指導する。

・国内で外国人を接客する際に必

要となる英語について実務に即し

て理解し、関連する技術を身に付

けている。

・外国に入国する際に必要な英語

について実務に即して理解し、関

連する技術を身に付けている。

・商談や会議を行う際に必要な英

語について実務に即して理解し、

関連する技術を身に付けている。

・ホテルのチェックアウトから空

港での出国手続に至るまで帰国の

際に必要な英語について実務に即

して理解し、関連する技術を身に

付けている。

ワークシート

ぺーバーテスト

ロールプレイング

・国内で外国人を接客する際に必

要となる英語について実務に即し

て理解し、ロールプレイング等で

実践することができる。

・外国に入国する際に必要な英語

について実務に即して理解し、

ロールプレイング等で実践するこ

とができる。

・商談や会議を行う際に必要な英

語について実務に即して理解し、

ロールプレイング等で実践するこ

とができる。

・ホテルのチェックアウトから空

港での出国手続きに至るまで帰国

の際に必要な英語について実務に

即して理解し、ロールプレイング

等で実践することができる。

ロールプレイング

行動観察

・国内で外国人を接客する際に必

要となる英語について興味・関心

を持ち、主体的に学習しようとし

ている。

・外国に入国する際に必要な英語

について興味・関心を持ち、主体

的に学習しようとしている。

・商談や会議を行う際に必要な英

語について興味・関心を持ち、主

体的に学習しようとしている。

・ホテルでのチェックアウトから

空港での出国手続きに至るまで帰

国の際に必要な英語について興

味・関心を持ち、主体的に学習し

ようとしている。

行動観察

１１章　ビジネスにおける

　　　　プレゼンテーション

１　プレゼンテーションの

　　構成

２　プレゼンテーションの

　　作成

１０章　ビジネス文書と

　　　　電子メール

１　ビジネスレター

２　電子メールの利用

３　貿易取引

４　ビジネス文書

・ビジネスレターの構成要素や封筒の書き方について指

導する。

・電子メールの構成や電子メールのマナーについて指導

する。

・輸出入取引の流れや引き合い、オファー、承諾につい

て指導する。

・売買契約書や信用状、商業送り状、船荷証券、為替手

形について指導する。

・ビジネスレターの構成要素と封

筒の正しい書き方を理解してい

る。

・電子メールの構成とマナーにつ

いて理解し、ビジネスメール作成

のための基本的な技術を身に付け

ている。

・輸出入取引の流れについて理解

している。

・売買契約書、信用状、商業送り

状、船荷証券、為替手形の模範的

な書式を理解している。

ワークシート

・ビジネスにおけるプレゼンテー

ションの基本構成について理解し

ている。また、プロジェクタや

レーザポインタ、オーディオ機器

など、プレゼンテーションに必要

なツールを利用する技術を身につ

けている。

・英語によるプレゼンテーション

（スライド）の流れを理解し、さ

まざまなシーンで利用できる基本

的なフレーズを身に付けている。

ワークシート

・ビジネスにおけるプレゼンテー

ションの基本構成について理解

し、それに沿ってプレゼンテー

ション（スライド）を作成するこ

とができる。

・英語によるプレゼンテーション

（スライド）の流れを理解し、さ

まざまなシーンで利用できる基本

的なフレーズを使用することがで

きる。

プレゼンテーション作成・発表

行動観察

・ビジネスにおけるプレゼンテー

ションの基本構成について理解

し、よりよいプレゼンを作成しよ

うと主体的に取り組んでいる。

・さまざまなシーンで利用できる

英語の基本的なフレーズを積極的

に使用している。

行動観察

・プレゼンテーションの構成について指導する。

・プレゼンテーションの作成について、導入、本体、結

びの方法について指導する。



成績評価 

・評価は３観点の評価規準への到達具合を見取る

・成績の評価は観点別の絶対評価とし，学年末のみ６段階の評価を表示する

知 思 態

4 2 ○

5

6
18 ○ ○ ○

7 6 ○ ○ ○

9

10
16 ○ ○

11 7 ○ ○ ○

12 6

1 6 ○ ○ ○

2 5 　 ○ ○

3 4 　 ○ ○ ○

計 70

・「働く」意味や意義を考え，勤労観を高めようとしている。

・履歴書の作成方法を理解し，作成に必要な資料を収集し，丁寧に記入しようとし

ている。

・面接における適切なコミュニケーションを理解し，希望進路に対しての志望動機

を自分なりに表現し，発言しようとしている。

〔評価方法〕ワークシート・行動観察

６．県外研修旅行

７．県外研修旅行報告会準

備

・県外研修旅行（３泊４日）

・報告書の作成

・プレゼンテーションの準備

・出発の集合時間から帰宅まで各自で旅程を確認し，時間を守り行動しようとして

いる。また，各研修について日誌を記入し振り返りを行っている。

・ワープロソフト（Ｗｏｒｄ）を活用し，研修旅行の成果を新聞形式のレポート

で，他者へ研修旅行の成果を伝えられるように作成しようとしている。

・プレゼンテーションソフト（Power Point）を活用し，研修旅行の成果を発表す

るためにスライドを作成しようとしている。

〔評価方法〕日誌・レポート・プレゼンデータ・行動観察

・県外研修の学習成果を振り返るとともに，発表を通して表現力を身に付けようと

努力している。また，他者の発表を聞き共感などのリアクションを表現しようとし

ている。

〔評価方法〕発表・ワークシート・行動観察

８．県外研修旅行報告会 ・報告発表

９．進路活動に向けて ・何のために「働く」のか

・履歴書作成

・模擬面接

・課題研究の目標及び学習の意義を理解し，主体的に取り組もうとする態度を身に

付けようとしている。

〔評価方法〕ワークシート・行動観察

９．雇用情勢について ・正規および非正規雇用の現状

・社会保険料，所得税について

・昨今の雇用情勢について理解し，各自の希望進路の実現に向けて，進路活動に対

して主体的，計画的に取り組もうとしている。

・労働法の基本的なことについて理解し，知識を高めようしている。

〔評価方法〕ワークシート・行動観察

・授業概要，評価方法についての説明

・県外研修旅行についての説明

・身だしなみとともに表情や身のこなしが第一印象の決め手になることを理解し，

具体的な実践を通して身に付けようとしている。

・訪問時や電話の応対に関するルールの意味を考えさせ，場面に応じて適切な方法

を判断し，実践できるように取り組もうとしている。

〔評価方法〕ワークシート・行動観察・小テスト

・自分自身を客観的に見つめ，自分について文章で表現し「書く」ことができるよ

うに取り組もうとしている。

・チェックテストを通じて，自分自身がどのようなスキルが身についているのか，

自己理解を深めようと継続して努力している。

〔評価方法〕ワークシート・行動観察

５．県外研修事前学習 ・県外研修旅行の概要について

・職業体験：テレビ番組制作について

・学科研修の事前研究について

・企業訪問について

・接客（おもてなし）について

・県外研修旅行を行う目的と意義を理解し，主体的に取り組もうとする態度を身に

付けようとしている。

・グループ内でテレビ番組制作の役割分担を行い，各自の役割に対して真剣に取り

組み，より良い番組を制作しようと協働的に取り組もうとしている。

・学科研修で訪問する企業について事前研究として，インターネットなどを活用し

多くの情報を収集しようとしている。

・各自の興味のある職種や企業について事前に調べ，訪問する際の質問事項などを

考えようとしている。

・接客（おもてなし）について，社会人として就職したときに活かすことができる

ように，積極的に学習に取り組もうとしている。

〔評価方法〕ワークシート・行動観察

２．職業資格の取得に向け

た取り組み

・目標設定及び学習計画作成

・目標達成に向けた学習

４．キャリア形成を考える ・高校生活の過ごし方

・自己分析

・職業の適性を知る

・職業レディネステスト

・求人票の見方，求人票を検索

３．ビジネスマナー ・身だしなみ，あいさつ

・コミュニケーションとは，言葉づかい

・印象の良い表情，身のこなし

・訪問時のマナー

・電話の応対

・面接試験のマナー

　課題を解決する力の向上を目指して自ら学び，ビジネスの創造と発展に

主体的かつ協働的に取り組む態度を身に付けている。

科目目標

　商業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，ビジネスを通じ，地域産業をはじめ経済社会の健全で持続的な発展を担う職業人として必要な資質・能力を次のとおり育

成することを目指す。

（１）商業の各分野について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに，相互に関連付けられた技術を身に付けるようにする。【知識及び技術】

（２）ビジネスに関する課題を発見し，ビジネスに携わる者として解決策を探求し，科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を養う。【思考力・判断力・表現力】

（３）課題を解決する力の向上を目指して自ら学び，ビジネスの創造と発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。【学びに向かう力、人間性等】

評価の観点

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度

標準単位数 対象学科・コース・類型・系列 対象学年・組

　商業の各分野について実務に即して体系的・系統的に理解

するとともに，相互に関連付けられた技術を身に付けてい

る。

　ビジネスに関する課題を発見し，ビジネスに携わる者として解決

策を探求し，科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を身に付

けている。

特記事項

課題研究 　 2 ２～４ 商業科 ２年４組 必修 検定試験模擬問題集、自作プリント

県立名護商工高等学校 全日制

評価規準・評価方法

・自らの進路希望に応じて，適切な職業資格に関する課題を設定している。

・職業資格の取得に対して，目標を達成するために計画を立て，積極的に取り組も

うとしている。

〔評価方法〕ワークシート・提出物・定期考査

使用する教材など必修・選択

年間指導計画表

月
予定時

数

実施時

数
指導項目 指導内容

評価の観点
振り返り

１．オリエンテーション

科目名 単位数

令和５年度　商業（２年課題研究：商業科）シラバス

学校名 課程 校長名 教頭名 担当者名



令和５年度 シラバス 

 

校 長 教 頭 教 頭 作成者 

    

 

 

教 科 商 業 科  目 マーケティング 単位数 ３単位 

学 科 商業科 学年 ２ 
教科書 

副教材 

マーケティング（実教出版） 

マーケティング 準拠問題集（実教出版） 

教科の目標 商業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，ビジネスを通じ，地域産業をはじめ経済社

会の健全で持続的な発展を担う職業人として必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 商業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。 

(2) ビジネスに関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。 

(3) 職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，ビジネスの創造と発展に主体的かつ協働

的に取り組む態度を養う。 

科目の目標 

商業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，マーケティングに必要な資質・能力を次

のとおり育成することを目指す。 

(1) マーケティングについて実務に即して体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。 

(2) マーケティングに関する課題を発見し，ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を養う。 

(3) ビジネスを適切に展開する力の向上を目指して自ら学び，マーケティングに主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

評価の観点 知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣 旨 

企業における事例など実際のマ

ーケティングと関連付けられ，ビジ

ネスの様々な場面で役に立つマー

ケティングに関する知識と技術を

身に付けている。 

唯一絶対の答えがないことの多い経済社会にあって，

マーケティングをはじめとした様々な知識，技術などを

活用し，マーケティングに関する課題を発見するととも

に，企業活動が社会に及ぼす影響を踏まえ，顧客につい

ての理解，市場の動向，マーケティングに関する理論，

データ，成功事例や改善を要する事例など科学的な根拠

に基づいて工夫してよりよく解決することについて考

えている。 

ビジネスを適切に展開する力

の向上を目指して自らマーケテ

ィングについて学ぶ態度及び組

織の一員として自己の役割を認

識して当事者としての意識をも

ち，他者と信頼関係を構築して

積極的に関わり，市場調査の実

施と情報の分析，製品政策，価格

政策，チャネル政策，プロモーシ

ョン政策の企画と実施などに責

任をもって取り組んでいる。 

 

  



第 1学期 

月 学習項目 学習内容や学習活動 評価の観点 評価規準（評価方法） 予

定

時

数 

実

施

時

数 

知 思 主 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

Introduction 

 

第１章 マーケティング

の概要 

１．マーケティングの歴史

と発展 

２．現代の市場とマーケテ

ィング 

３．マーケティング環境の

分析 

４．マーケティング・マネ

ジメント 

 

第２章 消費者行動の理解 

１．消費者の心理と行動の

関係 

２．購買意思決定過程 

３．消費者行動に影響を与

える要因 

マーケティングを学ぶ意義を

理解する。 

現代市場の特徴を理解し，マー

ケティングの考え方や手順につ

いて学ぶ。 

現代市場における消費者保護

や環境問題，法令遵守，企業の社

会的責任などの重要性について

理解を深める。 

マーケティングの意義や一連

の流れを学ぶ。 

 

 

 マーケティング計画の立案に

必要な消費者行動について学ぶ。 

 消費者の心理や購買意思決定

までの過程，消費者行動に影響を

与える要因について理解する。 

 消費者行動について自ら学び，

主体的かつ協働的に取り組む。 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

・マーケティングを学ぶ意義を理解してい

る。 

・現代市場におけるマーケティングの概要

について理解している。 

 

・マーケティングの意義と課題について，現

代市場の特徴と関連付けて見いだしている。 

 

 

・現代市場におけるマーケティングについ

て自ら学び，経済や消費者の動向などを踏ま

え，マーケティングに主体的かつ協働的に取

り組んでいる。 

・マーケティング計画の立案に必要な消費

者行動について理解している。 

・購買意思決定までの過程について，消費者

の心理と消費者行動に影響を与える要因を

関連付けて見いだすことができる。 

・消費者行動の理解について自ら学び，主体

的かつ協働的に取り組んでいる。 

１ 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中間考査 教科書 P8～43 ○    １  

  考査返却 ○    １  

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 市場調査 

１．市場調査の概要 

２．市場調査の手順 

３．仮説検証の手順 

４．実態調査の方法 

 

 

 

 

 

 

実習 もしあなたが市場調

査をすることになったら 

第４章 STP 

１．セグメンテーション 

２．ターゲティング 

３．ポジショニング 

 

 

 

 

実習 もしあなたが STP

を決めることになったら 

市場調査について理解し，関連

する技術を学ぶ。 

 

市場調査に関する課題を発見

し，科学的な根拠に基づく調査計

画を立案して実施し，評価・改善

するとともに，市場調査で得られ

た情報を科学的に分析する。 

市場調査について自ら学び，マ

ーケティングに必要な情報の収

集と分析に積極的に取り組む。 

実習に積極的に取り組む。 

 

 STP 分析を理解し，関連する

技術を学ぶ。 

 

 STP 分析に関する課題を発見

し，科学的な根拠に基づいてその

解決方法を考える。 

 STP 分析について自ら学び，

主体的かつ協働的に取り組む。 

実習に積極的に取り組む。 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

・市場調査について企業における事例と関

連付けて理解するとともに，関連する技術を

身に付けている。 

・市場調査に関する課題を発見し，それを踏

まえ，科学的な根拠に基づいて，調査計画を

立案して実施し，評価・改善するとともに，

市場調査で得られた情報を科学的に分析す

ることができる。 

・市場調査について自ら学び，マーケティン

グに必要な情報の収集と分析に主体的かつ

協働的に取り組んでいる。 

・実習に主体的・協働的に取り組んでいる。 

 

・STP 分析について企業における事例と関

連付けて理解するとともに，関連する技術を

身に付けている。 

・STP 分析に関する課題を発見し，それを

踏まえ，科学的な根拠に基づいて対応策を考

えている。 

・STP 分析について自ら学び，主体的かつ

協働的に取り組んでいる。 

・実習に主体的・協働的に取り組んでいる。 

 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 期末考査 教科書 P44～75  ○    1  

  考査返却 ○    1  

 

生徒の学習状況 

の評価方法 

（知識・技術）定期考査，確認テスト （思考・判断・表現）ワークシート，レポート 

（主体的に学習に取り組む態度）実習日誌，議事録，ワークシート 

観点別に評価し，評定はこ

れを総括する。 

自己評価及び改善

点等 

  



第２学期 

月 学習項目 学習内容や学習活動 評価の観点 評価規準（評価方法） 予

定

時

数 

実

施

時

数 

知 思 主 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５章 製品政策 

１．製品政策の概要 

２．新製品開発 

３．販売計画と生産計画 

４．製品政策の動向 

 

 

 

 

 

第６章 価格政策 

１．価格政策の概要 

２．価格の設定方法 

３．価格政策の動向 

 

 

 

 

 

製品政策について企業におけ

る事例と関連付けて理解する。 

製品政策に関する課題を発見

し，それを踏まえ，科学的な根拠

に基づいて，製品政策を立案して

実施し，評価・改善する。 

製品政策について自ら学び，経

済や消費者の動向などを踏まえ，

製品政策に主体的かつ協働的に

取り組む。 

価格政策について企業におけ

る事例と関連付けて理解する。 

価格政策に関する課題を発見

し，それを踏まえ，科学的な根拠

に基づいて，価格政策を立案して

実施し，評価・改善する。 

価格政策について自ら学び，経

済や消費者の動向などを踏まえ，

価格政策に主体的かつ協働的に

取り組む。 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

・製品政策について企業における事例と関

連付けて理解している。 

・製品政策に関する課題を発見し，それを踏

まえ，科学的な根拠に基づいて，製品政策を

立案して実施し，評価・改善している。 

 

・製品政策について自ら学び，経済や消費者

の動向などを踏まえ，製品政策に主体的かつ

協働的に取り組んでいる。 

 

・価格政策について企業における事例と関

連付けて理解している。 

・価格政策に関する課題を発見し，それを踏

まえ，科学的な根拠に基づいて，価格政策を

立案して実施し，評価・改善している。 

 

・価格政策について自ら学び，経済や消費者

の動向などを踏まえ，価格政策に主体的かつ

協働的に取り組んでいる。 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中間考査 教科書 P76～113 ○    １  

  考査返却 ○    １  

11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７章 チャネル政策 

１．チャネル政策の概要 

２．チャネルの選択と管理 

３．チャネル政策の動向 

 

 

 

 

 

 

 

第８章 プロモーション

政策 

１．プロモーション政策の

概要 

２．プロモーションの種類 

 

 

 

 

 

 

チャネル政策について企業に

おける事例と関連付けて理解す

る。 

チャネル政策に関する課題を

発見し，それを踏まえ，科学的な

根拠に基づいて，チャネル政策を

立案して実施し，評価・改善する。 

チャネル政策について自ら学

び，経済や消費者の動向などを踏

まえ，チャネル政策に主体的かつ

協働的に取り組む。 

プロモーション政策について

企業における事例と関連付けて

理解する。 

プロモーション政策に関する

課題を発見し，それを踏まえ，科

学的な根拠に基づいて，プロモー

ション政策を立案して実施し，評

価・改善する。 

・プロモーション政策について

自ら学び，経済や消費者の動向な

どを踏まえ，プロモーション政策

に主体的かつ協働的に取り組む。 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

・チャネル政策について企業における事例

と関連付けて理解している。 

 

・チャネル政策に関する課題を発見し，それ

を踏まえ，科学的な根拠に基づいて，チャネ

ル政策を立案して実施し，評価・改善してい

る。 

・チャネル政策について自ら学び，経済や消

費者の動向などを踏まえ，チャネル政策に主

体的かつ協働的に取り組んでいる。 

 

・プロモーション政策について企業におけ

る事例と関連付けて理解している。 

 

・プロモーション政策に関する課題を発見

し，それを踏まえ，科学的な根拠に基づいて，

プロモーション政策を立案して実施し，評

価・改善している。 

 

・プロモーション政策について自ら学び，経

済や消費者の動向などを踏まえ，プロモーシ

ョン政策に主体的かつ協働的に取り組んで

いる。 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 期末考査 教科書 P114～154  ○    1  

  考査返却 ○    1  

 

生徒の学習状況 

の評価方法 

（知識・技術）定期考査，確認テスト （思考・判断・表現）ワークシート，レポート 

（主体的に学習に取り組む態度）実習日誌，議事録，ワークシート 

観点別に評価し，評定はこ

れを総括する。 

自己評価及び改善

点等 

  



第３学期 

月 学習項目 学習内容や学習活動 評価の観点 評価規準（評価方法） 予

定

時

数 

実

施

時

数 

知 思 主 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

第８章 プロモーション

政策 

３．プロモーション政策の

動向 

 

 

 

 

 

 

 

実習 もしあなたが高校

紹介ポスター制作のコピ

ー担当になったら 

実習 もしあなたがＰＯ

Ｐ広告制作の担当になっ

たら 

第９章 マーケティング

のひろがり 

１．さまざまなマーケティ

ング戦略 

２．サービス・マーケティ

ング 

３．小売マーケティング 

４．観光地マーケティング 

５．グローバル・マーケテ

ィング 

６．ソーシャル・マーケテ

ィング 

プロモーション政策について

企業における事例と関連付けて

理解する。 

プロモーション政策に関する

課題を発見し，科学的な根拠に基

づいて，プロモーション政策を立

案して実施し，評価・改善する。 

プロモーション政策について

自ら学び，経済や消費者の動向な

どを踏まえ，プロモーション政策

に主体的かつ協働的に取り組む。 

実習に積極的に取り組む。 

 

 

実習に積極的に取り組む。 

 

 

マーケティングの広がりにつ

いて企業における事例と関連付

けて理解する。 

マーケティングの広がりに関

する課題を発見し，それを踏ま

え，科学的な根拠に基づいてその

解決方法を考える。 

マーケティングの広がりにつ

いて自ら学び，主体的かつ協働的

に取り組む。 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

・プロモーション政策について企業におけ

る事例と関連付けて理解している。 

 

・プロモーション政策に関する課題を発見

し，それを踏まえ，科学的な根拠に基づいて，

プロモーション政策を立案して実施し，評

価・改善している。 

・プロモーション政策について自ら学び，経

済や消費者の動向などを踏まえ，プロモーシ

ョン政策に主体的かつ協働的に取り組んで

いる。 

・実習に主体的・協働的に取り組んでいる。 

 

 

・実習に主体的・協働的に取り組んでいる。 

 

 

・マーケティングの広がりについて企業に

おける事例と関連付けて理解している。 

 

・マーケティングの広がりに関する課題を

発見し，それを踏まえ，科学的な根拠に基づ

いて対応策を考えている。 

 

・マーケティングの広がりについて自ら学

び，主体的かつ協働的に取り組んでいる。 

 

 

 

７ 
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 期末考査 教科書 P155～183  ○    1  

  考査返却 ○    1  

 

生徒の学習状況 

の評価方法 

（知識・技術）定期考査，確認テスト （思考・判断・表現）ワークシート，レポート 

（主体的に学習に取り組む態度）実習日誌，議事録，ワークシート 

観点別に評価し，評定はこ

れを総括する。 

自己評価及び改善

点等 

  

 



成績評価

・評価は３観点の評価規準への到達具合を見取る

・成績の評価は観点別の絶対評価とし，学年末のみ５段階の評価を表示する

知 思 態

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

財務会計Ⅰ

第４章「財務諸表の様式・区

分表示」

①貸借対照表の表示形式

②損益計算書の表示形式

③株主資本等変動計算書

・貸借対照表の表示形式である勘定式と報告式につい

て習得させる。

・損益計算書の表示形式である勘定式と報告式につい

て習得させる。

・株主資本等変動計算書の意義と様式について理解さ

せる。

指導内容（教科書）
評価の観点 評価規準・評価方法

振り返り

第Ⅱ編「会計処理」

第１章「資産の分類と評価」

①資産の意味

②資産の分類

③資産の評価とその重要性

④資産の評価基準

・資産の意味とその分類について理解させる。

・資産の評価の重要性とその評価基準について理解さ

せる。

・完成するまでに３年かかる味噌を製造する企業にお

いて、この味噌は流動資産・固定資産のどちらに分類

されるかについて主体的に考察し、表現する。

・資産の意味とその分類につい

て理解している。

・資産を営業循環基準と１年基

準にもとづいて流動資産と固定

資産に分類する方法を習得して

いる。

・資産の評価を正しくおこなう

ことの重要性、および資産の評

価基準である原価基準・時価基

準について理解している。

ワークシート

ペーパーテスト

・資産の評価を正しくおこなわ

なかったことにより生じる問題

について考え、自分自身の言葉

で説明することができる。

・設例を用いて、製造に３年か

かる製品が流動資産・固定資産

のどちらに分類されるかについ

て考え、自分自身の言葉で表現

しようとしている。

ワークシート

行動観察

・資産の分類とその基準、資産

の評価とその基準などについ

て、主体的かつ積極的に学習し

ようとしている。

・製造に３年かかる製品の分類

について考える設例に、主体的

かつ協働的に取り組もうとして

いる。

行動観察

・貸借対照表の表示形式、損益

計算書の表示形式、株主資本等

変動計算書の意義と様式につい

て、主体的かつ積極的に学習し

ようとしている。

行動観察

・貸借対照表または損益計算書

を見て、それらの表示形式が勘

定式であるのか報告式であるの

かを判断することができる。

ワークシート

行動観察

思考・判断・表現 主体的に取り組む態度

科目名 単位数 標準単位数 対象学科・コース・類型・系列 対象学年・組 必修・選択

特記事項

科目目標

　商業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，会計情報の提供と活用に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

　(1)　財務会計について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。【知識及び技術】

　(2)　企業会計に関する法規と基準及び会計処理の方法の妥当性と課題を見出し、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から

　　 企業を分析する力を養う。【思考力・判断力・表現力】

　(3)　会計責任を果たす力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。【学びに向かう力、人間性等】

評価の観点

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度

　財務会計について実務に即して体系的・系統的に理

解するとともに、関連する技術を身に付けるようにす

る。

　企業会計に関する法規と基準及び会計処理の方法の妥当性と

課題を見出し、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づ

いて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を

分析する力を身に付けている。

　会計責任を果たす力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の

提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む態度を身に付けて

いる。

年間指導計画表

月
予定

時数

実施

時数
指導項目

　印　

令和５年度　商業（2年財務会計Ⅰ：商業科）シラバス

学校名 課程 校長名 教頭名 担当者名

県立名護商工高等学校 全日制 　印 印　 　印　

使用する教科書

4 2～6 商業科 ２年４組 選択 （190東法 商業729）財務会計Ⅰ

知識・技術

第２章「財務諸表の構成要

素」

①資産の概念

②負債の概念

③純資産の概念

④収益の概念

⑤費用の概念

⑥純利益の概念

・財務諸表の構成要素である資産・負債・純資産・収

益・費用の概念について理解させる。

・「投資のリスクからの解放」の意義について理解さ

せる。

・純利益の概念について理解させる。

・売買目的有価証券の評価損益が損益計算書に計上さ

れる理由について主体的に考察し、「投資のリスクか

らの解放」の観点から表現させる。

・財務諸表の構成要素である資

産・負債・純資産・収益・費用

の概念について、ASBJが発表し

た討議資料「財務会計の概念フ

レームワーク」にしたがった定

義を理解している。

・「投資のリスクからの解放」

の意義について理解している。

純利益の概念について理解して

いる。

ワークシート

ペーパーテスト

・「簿記」で学習した勘定科目

が、本章で学習した定義に当て

はまっているかどうかについて

考え、自分自身の言葉で説明す

ることができる。

・設例を用いて、売買目的有価

証券の評価損益が損益計算書に

計上される理由について考え、

自分自身の言葉で表現しようと

している。

ワークシート

行動観察

・財務諸表の構成要素の定義に

ついて、主体的かつ積極的に学

習しようとしている。

・売買目的有価証券の評価損益

が損益計算書に計上される理由

について考える設例に、主体的

かつ協働的に取り組もうとして

いる。

行動観察
4 13

第３章「会計法規と会計基

準」

①会計法規の概要

②会計基準の意義

③会計基準の動向

④会計法規の種類・目的と企

業会計原則

・会計法規の概要と種類・目的、会社法会計・金融商

品取引法会計・税法会計の目的と特徴について理解さ

せる。

・会計基準の意義とその動向について理解させる。

・企業会計原則の意義と、一般原則における７つの原

則について理解させる。

・企業会計原則注解の重要性の原則について理解させ

る。

・制度会計を支えている法律で

ある、会社法・金融商品取引

法・法人税法などについて理解

している。

・会計基準の意義、および会計

基準がどのように成立し、発展

したかについて理解している。

・企業会計原則の一般原則にお

ける７つの原則、および重要性

の原則の概要について理解して

いる。

ワークシート

ペーパーテスト

・世界的に会計基準の国際的統

合の動きが進められている理由

について考え、自分自身の言葉

で表現しようとしている。

・継続性の原則が存在すること

のメリットについて考え、自分

自身の言葉で説明することがで

きる。

ワークシート

行動観察

第１章「企業会計と財務会計

の意義・役割」

①企業会計の意義と役割

②財務会計と管理会計

③財務会計のおもな機能

④会計情報開示の重要性

⑤会計担当者の役割と責任

⑥会計公準の概要

⑦企業の社会的責任

・企業会計の意義や役割、について、株式会社制度の

特徴と併せて理解させる。

・財務会計と管理会計の役割の違いや、財務会計のお

もな機能として利害調整機能と情報提供機能に理解さ

せる。

・会計などに関する情報開示（ディスクロージャー）

の重要性について理解させる。

・会計担当者の役割と責任、会計公準の概要、企業の

社会的責任について理解させる。

・企業会計と財務会計に関する

基礎的な知識を身に付け、財務

会計を学習することの必要性や

重要性について理解している。

・株式会社制度の特徴について

理解している。

・会計情報開示の重要性につい

て、それぞれの利害関係者の立

場から理解している。

・会計の基礎的前提である３つ

の会計公準について理解してい

る。

・会計担当者の役割と責任、お

よび企業の社会的責任について

理解している。

ワークシート

・企業会計と財務会計、会計担

当者や企業が負う責任などにつ

いて思考を深め、財務会計によ

る会計情報の開示の必要性と重

要性を考え、自分自身の言葉で

表現しようとしている。

・企業を取り巻くさまざまな利

害関係者に対して、企業はどの

ような社会的責任があるのかに

ついて考え、自分自身の言葉で

説明することができる。

ワークシート

行動観察

・勘定式および報告式の貸借対

照表および損益計算書につい

て、その様式とおおまかな区分

について理解している。

・株主資本等変動計算書の意義

とその様式について理解してい

る。

ワークシート

ペーパーテスト

・財務会計の意義・役割・機

能、会計担当者の役割と責任、

会計公準の概要、企業の社会的

責任などについて自ら学び、会

計情報開示（ディスクロー

ジャー）の必要性や重要性を理

解したうえで、財務会計の学習

に主体的かつ協働的に取り組も

うとしている。

行動観察

・会計法規の概要と種類・目

的、会計基準の意義とその動

向、企業会計原則の意義と、一

般原則における７つの原則、お

よび企業会計原則注解の重要性

の原則などについて、主体的か

つ積極的に学習しようとしてい

る

行動観察

5
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○ ○ ○

○ ○ ○

2 ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

10 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

○ ○ ○

定期考査

・有価証券の保有目的による４

つの分類と、売買目的有価証

券・満期保有目的の債券・子会

社株式と関連会社株式・その他

有価証券のそれぞれの会計処理

や期末評価などについて、主体

的かつ積極的に学習しようとし

ている。

行動観察

・棚卸資産の意味・種類・取得原価の算定方法、およ

び費用配分の原則について理解させる。

・棚卸資産の単価と数量の計算方法について習得させ

る。

・棚卸資産の期末評価とその会計処理、財務諸表への

表示方法について習得させる。

・売価還元法の意味、売価還元法による原価の算定方

法、および原価率と利益率の考え方について理解させ

る。

・その他の流動資産の種類や財務諸表への表示方法に

ついて習得させる。

・棚卸資産の意味・種類・取得

原価の算定方法と、取得原価が

販売・消費という事実にもとづ

いて費用に配分されることにつ

いて理解している。

・棚卸資産の単価と数量の計算

方法や、棚卸資産の期末評価に

よって棚卸減耗損や商品評価損

を計上した場合の会計処理およ

び財務諸表への表示方法につい

て理解している。

・売価還元法の意味、売価還元

法による原価の算定方法、およ

び原価率と利益率の考え方につ

いて理解している。

・その他の流動資産の種類や財

務諸表への表示方法について理

解している。

ワークシート

ペーパーテスト

・継続記録法と棚卸計算法のそ

れぞれのメリットとデメリット

について考え、自分自身の言葉

で表現しようとしている。

・棚卸資産の正味売却価額が取

得原価より上昇している場合の

処理について考え、適切な処理

をおこなうことができる。

・棚卸資産の期末評価の特別な

方法として、売価還元法を用い

る必要性について考え、自分自

身の言葉で説明することができ

る。

ワークシート

行動観察

第６章「有形固定資産」

①有形固定資産の意味と種類

②有形固定資産の評価

③資本的支出と収益的支出

④減価償却

⑤固定資産の除却と売却

⑥固定資産の滅失

・棚卸資産の意味・種類・取得

原価の算定方法、費用配分の原

則、棚卸資産の単価と数量の計

算方法、棚卸資産の期末評価と

会計処理や財務諸表への表示方

法、売価還元法の意味と原価の

算定方法、原価率と利益率の考

え方、その他の流動資産の種類

や財務諸表への表示方法などに

ついて、主体的かつ積極的に学

習しようとしている。

行動観察

・有形固定資産の意味・種類・

取得原価の算定方法と期末評

価、資本的支出と収益的支出の

性質と会計処理、減価償却費の

計算方法と財務諸表への表示方

法、有形固定資産の除却・買い

替え・滅失に関する会計処理な

どについて、主体的かつ積極的

に学習しようとしている。

行動観察

1学期末考査

答案指導

定期考査 定期考査

1学期中間考査

答案指導

定期考査 定期考査 定期考査

第４章「有価証券」

①有価証券の分類

・有価証券の保有目的による４つの分類について理解

させる。

・売買目的有価証券の会計処理および期末評価につい

て理解させる。

・満期保有目的の債券の会計処理および期末評価につ

いて理解させる。

・子会社株式・関連会社株式の会計処理および期末評

価について理解させる。

・その他有価証券の会計処理および期末評価について

理解させる。

・有価証券の保有目的による４

つの分類とその内容、仕訳にお

ける勘定科目、財務諸表への表

示について理解している。

・売買目的有価証券・満期保有

目的の債券・子会社株式と関連

会社株式・その他有価証券のそ

れぞれの会計処理や期末評価の

方法、評価差額の処理方法など

について理解している。

・償却原価法の意義について理

解し、定額法による償却方法を

習得している。

ワークシート

ペーパーテスト

・その他有価証券の期末評価に

よって生じたその他有価証券評

価差額金を、当期の損益とはせ

ずに貸借対照表の純資産の部に

記載する理由について、売買目

的有価証券の期末評価によって

生じた有価証券評価損益の場合

と比較して考え、自分自身の言

葉で表現しようとしている。

ワークシート

行動観察

第５章「棚卸資産・その他の

流動資産」

①棚卸資産の意味

②棚卸資産の取得原価と費用

配分

③棚卸資産の単価と数量の計

算

④棚卸資産の評価

⑤売価還元法

⑥その他の流動資産

・有形固定資産の意味・種類・取得原価の算定方法、

および期末評価について理解させる。

・有形固定資産について生じる資本的支出と収益的支

出の性質と会計処理について習得させる。

・減価償却費の計算方法と財務諸表への表示方法につ

いて理解させる。

・有形固定資産を除却した場合、買い替えた場合、滅

失した場合の会計処理について習得させる。

・有形固定資産の意味と種類、

建設仮勘定に関する会計処理に

ついて理解している。

・資本的支出と収益的支出のそ

れぞれの性質と会計処理につい

て理解している。

・減価償却費の計算方法と財務

諸表への表示方法について理解

し、実際にそれぞれの方法で減

価償却費を計算することができ

る。

・有形固定資産を除却した場

合、買い替えた場合、滅失した

場合のそれぞれの会計処理につ

いて理解している。

ワークシート

ペーパーテスト

・有形固定資産の取得原価に付

随費用を含める理由について考

え、自分自身の言葉で表現しよ

うとしている。

・有形固定資産について生じる

支出が、資本的支出であるのか

収益的支出であるのかを判断す

ることができる。

・有形固定資産を買い替えた場

合の仕訳について、それぞれの

勘定科目がもつ意味について考

え、適切な処理をおこなうこと

ができる。

ワークシート

行動観察

第３章「売上債権」

①受取手形・売掛金

②電子記録債権（電子記録債

務）

③クレジット売掛金

・売上債権および金銭債権の意味について理解させ

る。

・受取手形・売掛金の概要と貸借対照表への表示方法

について理解させる。

・金銭債権の区分と、それぞれの金銭債権の貸倒見積

高の計算方法について習得させる。

・電子記録債権の意義と会計処理について理解させ

る。

・クレジット売掛金の意義と会計処理について理解さ

せる。

・受取手形・電子記録債権・売

掛金・クレジット売掛金の貸借

対照表への表示方法について理

解している。

・金銭債権の区分について理解

し、貸倒見積高を計算すること

ができる。

・電子記録債権とクレジット売

掛金の会計処理について理解し

ている。

ワークシート

ペーパーテスト

・紙に代わる新しい決済手段と

して、電子記録債権を使用する

ことのメリットについて考え、

自分自身の言葉で表現しようと

している。

・クレジットカード決済がどの

ようにおこなわれるかについて

考え、自分自身の言葉で説明す

ることができる。

ワークシート

行動観察

第２章「現金と預金」

①当座資産の意味

②現金・預金

③銀行勘定調整表

・当座資産の意味と種類について理解させる。

・現金・預金の意味について理解させる。

・企業と銀行とで、当座預金残高が不一致になる理由

と、銀行勘定調整表の作成方法について習得させる。

・当座資産にはどのようなもの

があるかについて理解してい

る。

・当座預金残高の不一致の原因

を修正して、銀行勘定調整表に

より、当座預金残高を一致させ

る技術を習得している。

ワークシート

ペーパーテスト

・企業の当座預金出納帳残高

と、銀行が発行する当座勘定残

高証明書の残高が不一致になる

理由について考え、自分自身の

言葉で説明することができる。

ワークシート

行動観察

・当座資産の意味と種類、現

金・預金の意味、銀行勘定調整

表の作成方法などについて、主

体的かつ積極的に学習しようと

している。

行動観察

・売上債権および金銭債権の意

味、金銭債権の区分と貸倒見積

高の計算方法、電子記録債権や

クレジット売掛金の意義と会計

処理などについて、主体的かつ

積極的に学習しようとしてい

る。

行動観察
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7

第７章「リース会計」

①リース取引の概要

②リース取引の分類

③ファイナンス・リース取引

④ファイナンス・リース取引

の会計処理

⑤オペレーティング・リース

取引

・リース取引の概要とその種類について理解させる。

・（所有権移転外）ファイナンス・リース取引の意味

と、利子抜き法の場合と利子込み法の場合のそれぞれ

の借手側の会計処理について習得させる。

・オペレーティング・リース取引の意味と、借手側の

会計処理について習得させる。

・リース取引の概要とリース取

引に関する基礎的な用語につい

て理解している。

・リース取引が、大きくファイ

ナンス・リース取引とオペレー

ティング・リース取引に分けら

れることについて理解してい

る。

・ファイナンス・リース取引と

オペレーティング・リース取引

のそれぞれの借手側の会計処理

について理解している。

ワークシート

ペーパーテスト

・ファイナンス・リース取引と

オペレーティング・リース取引

の性質および会計処理の違いに

ついて考え、自分自身の言葉で

説明することができる。

・ファイナンス・リース取引の

会計処理における利子抜き法と

利子込み法の違いについて考

え、自分自身の言葉で説明する

ことができる。

ワークシート

行動観察

発表

・リース取引の概要と種類、

（所有権移転外）ファイナン

ス・リース取引の意味と借手側

の会計処理、オペレーティン

グ・リース取引の意味と借手側

の会計処理などについて、主体

的かつ積極的に学習しようとし

ている。

行動観察

第８章「無形固定資産・研究

開発費と開発費」

①無形固定資産の意味と種類

②無形固定資産の取得原価と

評価

③研究開発費と開発費

④その他の固定資産

・無形固定資産の意味と種類について理解させる。

・無形固定資産として法律上の権利・のれん・自社利

用目的のソフトウェアの会計処理および期末評価につ

いて習得させる。

・研究開発費と開発費（費用として処理する方法）の

会計処理について習得させる。

・投資その他の資産の種類や財務諸表への表示方法に

ついて習得させる。

・無形固定資産の意味と種類、

法律上の権利・のれん・自社利

用目的のソフトウェアの会計処

理および期末評価について理解

している。

・のれんの代価算定のための取

得対価を収益還元価値法で算定

する方法を習得している。

・研究開発費と開発費（費用と

して処理する方法）の会計処理

について理解している。

・投資その他の資産の種類や財

務諸表への表示方法について理

解している。

ワークシート

ペーパーテスト

・のれんの定義と、のれんを計

上することができる場合につい

て考え、自分自身の言葉で説明

することができる。

・自己創設のれんを計上するこ

とができない理由について考

え、自分自身の言葉で表現しよ

うとしている。

・自社利用目的のソフトウェア

は資産処理するのに対し、研究

開発費は費用処理する理由につ

いて考え、自分自身の言葉で説

明することができる。

ワークシート

行動観察

・無形固定資産の意味と種類、

法律上の権利・のれん・自社利

用目的のソフトウェアの会計処

理と期末評価、研究開発費と開

発費（費用処理）の会計処理、

投資その他の資産の種類や財務

諸表への表示方法について、主

体的かつ積極的に学習しようと

している。

行動観察

9

5
11

6 16



○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

2 ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

13 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○
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2学期中間考査

答案指導

定期考査

第10章「株式会社の設立・開

業と株式の発行」

①株式会社の仕組み

②株式会社の設立

③資本金の増加

・株式会社の仕組みとその設立について理解させる。

・株式会社の設立時や設立後における株式発行により

増加する資本金などの会計処理について習得させる。

・創立費・開業費・株式交付費の意味とその会計処理

について習得させる。

第11章「当期純損益の計上と

剰余金の配当・処分」

①当期純損益の計上

②剰余金の配当および処分

・株式会社において、当期純利益または当期純損失を

計上した場合の会計処理について習得させる。

・株式会社における、剰余金の配当・処分に関する会

計処理について習得させる。

・株式会社において、当期純利

益または当期純損失を計上した

場合の会計処理と、繰越利益剰

余金勘定の記入状況について理

解している。

・株式会社において、株主総会

で剰余金を配当および処分する

ことを決議した場合の会計処理

と、繰越利益剰余金勘定の記入

状況について理解している。

ワークシート

ペーパーテスト

・個人企業と株式会社で当期純

損益の計上の処理が異なる理由

について考え、自分自身の言葉

で表現しようとしている。

・剰余金の配当にともなう準備

金の計上額を判断し、適切な処

理をおこなうことができる。

ワークシート

行動観察

・株式会社における、当期純利

益または当期純損失の計上の会

計処理と、剰余金の配当・処分

に関する会計処理について、主

体的かつ積極的に学習しようと

している。

行動観察

第14章「税」

①株式会社の税務

②税効果会計

・株式会社に課される法人税・住民税・事業税の会計

処理について習得させる。

・企業会計上の利益と税法上の課税所得の違いについ

て理解させる。

・税効果会計の意味と、将来減算一時差異と将来加算

一時差異に関する基礎的な会計処理について理解させ

る。

・株式会社に課される税金とし

て、法人税・住民税・事業税の

意味とそれらの会計処理につい

て理解している。

・企業会計上の利益と税法上の

課税所得の違い、税効果会計の

意味と目的、および税効果会計

に関する会計処理について理解

している。

ワークシート

ペーパーテスト

・繰延税金資産がなぜ資産とな

るのか、繰延税金負債がなぜ負

債となるのかについて考え、

「財務会計の概念フレームワー

ク」の定義にしたがって説明す

ることができる。

ワークシート

行動観察

・株式会社の法人税・住民税・

事業税の会計処理、企業会計上

の利益と税法上の課税所得の違

い、税効果会計の意義や会計処

理について、主体的かつ積極的

に学習しようとしている。

行動観察

・株式発行にともなう払込金額

のうち、資本金に計上される金

額を判断し、適切な処理をおこ

なうことができる。

・株式会社において要した費用

が創立費・開業費・株式交付費

のいずれに該当するかについて

判断し、適切な処理をおこなう

ことができる。

ワークシート

行動観察

・株式会社の仕組みとその設

立、株式の発行に関する会計処

理、創立費・開業費・株式交付

費の意味とその会計処理などに

ついて、主体的かつ積極的に学

習しようとしている。

行動観察
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・株式会社の仕組みとその設立

の概要と、関連する基礎的な用

語について理解している。

・株式会社の設立時や設立後に

おける株式発行にともなう払込

金額の会計処理について理解し

ている。

・創立費・開業費・株式交付費

の意味とその会計処理について

理解している。

ワークシート

ペーパーテスト

・負債の意味とその分類、流動

負債の種類、保証債務や偶発債

務に関する会計処理、固定負債

の種類、引当金の意味・設定要

件・種類とその会計処理、各種

負債の財務諸表への表示方法な

どについて、主体的かつ積極的

に学習しようとしている。

行動観察

第９章「負債の意味・分類」

①負債の意味

②負債の分類

③流動負債

④手形の二次的責任

⑤偶発債務

⑥固定負債

⑦引当金

・負債の意味とその分類、流動負債・固定負債の種

類、および財務諸表への表示方法について習得させ

る。

・手形の二次的責任として、保証債務に関する会計処

理について理解させる。

・偶発債務として、他人の債務について保証人となっ

た場合の会計処理について習得させる。

・引当金の意味・設定要件・種類とその会計処理につ

いて習得させる。

・負債を営業循環基準と１年基

準にもとづいて流動負債と固定

負債に分類する方法を習得して

いる。

・手形の二次的責任の意義や、

保証債務に関する会計処理につ

いて理解している。

・偶発債務の意義や、保証人と

なった場合の会計処理について

理解している。

・引当金の意味・設定要件・種

類とその会計処理について理解

している。

ワークシート

ペーパーテスト

・負債の分類基準にもとづい

て、任意の負債について流動負

債であるのか固定負債であるの

かを判断することができる。

・偶発債務について対照勘定を

用いて備忘記録をおこなう必要

性について考え、自分自身の言

葉で説明することができる。

ワークシート

行動観察

10
14

9

第13章「収益・費用の認識と

測定」

①損益計算の基準

②仕入割引・売上割引

③投資有価証券の売却

④役務収益・役務費用

⑤工事契約（建設業会計）

・収益・費用に関する３つの計上基準と、費用収益対

応の原則について理解させる。

・仕入割引・売上割引の会計処理について習得させ

る。

・投資有価証券の売却の会計処理について習得させ

る。

・役務収益・役務費用の会計処理について習得させ

る。

・工事契約（建設業会計）の会計処理について習得さ

せる。

・収益・費用に関する３つの計

上基準と、従来の実現主義に代

わる考え方である投資のリスク

からの解放の概念、および費用

収益対応の原則について理解し

ている。

・仕入割引と売上割引・投資有

価証券の売却・役務収益と役務

費用・工事契約（建設業会計）

のそれぞれの会計処理について

理解している。

ワークシート

ペーパーテスト

・実現主義に代わる考え方であ

る投資のリスクからの解放につ

いて、自分自身の言葉で説明す

ることができる。

・工事契約（建設業会計）にお

いて、認識した工事収益のうち

代金の未回収分を契約資産勘定

で処理する理由について考え、

自分自身の言葉で説明すること

ができる。

ワークシート

行動観察

・収益・費用に関する３つの計

上基準、費用収益対応の原則、

仕入割引と売上割引・投資有価

証券の売却・役務収益と役務費

用・工事契約のそれぞれの会計

処理について、主体的かつ積極

的に学習しようとしている。

行動観察

定期考査 定期考査

・純資産の意味とその分類、資

本金の増加と減少の会計処理、

資本剰余金と利益剰余金に関す

る会計処理、自己株式の概念と

取得・処分・消却に関する会計

処理、評価・換算差額等の意味

と財務諸表への表示方法、新株

予約権の概念と発行・権利行使

の会計処理、会社の合併の会計

処理について、主体的かつ積極

的に学習しようとしている。

行動観察

第15章「外貨建取引」

①外貨建取引の意味

②外貨建取引の会計処理

③為替予約

・外貨建取引の意味とその会計処理について習得させ

る。

・為替予約の意味と為替予約を付した場合の会計処理

について習得させる。

・おもに輸入（輸出）をおこなう企業において、円安

になった場合に為替差損と為替差益のどちらが発生す

るかについて主体的に考察し、表現させる。

・外貨建取引の意味について理

解し、取引発生時・決済時・決

算時のそれぞれの会計処理と、

為替差損益の財務諸表への表示

方法についても理解している。

・為替予約の意味について理解

し、取引発生前や取引時に為替

予約を付した場合・取引発生後

に為替予約を付した場合のそれ

ぞれの会計処理についても理解

している。

ワークシート

ペーパーテスト

・外貨建取引をおこなう企業に

とって、為替予約を締結するこ

とのメリットについて考え、自

分自身の言葉で説明することが

できる。

・設例を用いて、円安と為替差

損益の関係について考え、自分

自身の言葉で表現しようとして

いる。

ワークシート

行動観察

・外貨建取引や為替予約の意味

とその会計処理について、主体

的かつ積極的に学習しようとし

ている。

・円安と為替差損益の関係につ

いて考える設例に、主体的かつ

協働的に取り組もうとしてい

る。

行動観察

2学期末考査

答案指導

定期考査 定期考査 定期考査

11 12

第12章「純資産の意味・分

類」

①純資産の意味

②純資産の分類

③資本金

④資本剰余金

⑤利益剰余金

⑥自己株式

⑦評価・換算差額等

⑧新株予約権

⑨会社の合併

・純資産の意味とその分類について理解させる。

・資本金の増加と減少の会計処理について評価させ

る。

・資本剰余金と利益剰余金に関する会計処理について

習得させる。

・自己株式の概念と取得・処分・消却に関する会計処

理について習得させる。

・評価・換算差額等の意味と財務諸表への表示方法に

ついて理解させる。

・新株予約権の概念と発行・権利行使の会計処理につ

いて習得させる。

・会社の合併の会計処理について習得させる。

・純資産の意味と３つの分類、

および株主資本の分類について

理解している。

・資本金・資本剰余金・利益剰

余金・自己株式といった株主資

本に関する会計処理について理

解している。

・評価・換算差額等の意味、そ

の他有価証券評価差額金の性

質、全部純資産直入法の意義、

財務諸表への表示方法について

理解している。

・新株予約権の概念と発行・権

利行使の会計処理について理解

している。

・会社の合併の会計処理につい

て理解している。

ワークシート

ペーパーテスト

・自己株式の取得対価が、株主

資本から控除される理由につい

て考え、自分自身の言葉で説明

することができる。

・その他有価証券の期末評価に

よって生じたその他有価証券評

価差額金が純資産の部に記載さ

れる理由について考え、自分自

身の言葉で表現しようとしてい

る。

・新株予約権が純資産の部に記

載される理由について考え、自

分自身の言葉で説明することが

できる。

ワークシート

行動観察

発表



1 9 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

計 140

第Ⅲ編「財務諸表の作成」

第１章「資産・負債・純資産

に関する財務諸表」

①貸借対照表

②株主資本等変動計算書

・報告式の貸借対照表の表示区分と作成方法などにつ

いて学習し、資料をもとに報告式の貸借対照表を作成

する学習活動をさせる。

・株主資本等変動計算書の意味と作成方法について学

習し、資料をもとに株主資本等変動計算書を作成する

学習活動をさせる。

・貸借対照表の概要と２つの表

示形式、貸借対照表の表示区分

や表示科目、総額主義の原則、

流動性配列法と固定性配列法、

棚卸法と誘導法、貸借対照表の

注記や（個別）注記表などにつ

いて理解している。

・株主資本等変動計算書の意味

と貸借対照表・損益計算書との

関係、株主資本等変動計算書の

作成方法について理解してい

る。

・実際に報告式の貸借対照表や

株主資本等変動計算書を作成す

る技術を習得している。

ワークシート

ペーパーテスト

・貸借対照表に資産・負債・純

資産を記載するとき、資産の項

目と負債・純資産の項目を相殺

してはならない理由について考

え、自分自身の言葉で表現しよ

うとしている。

・棚卸法と誘導法の意味につい

て考え、正規の簿記の原則にし

たがって財務諸表を作成するに

はどちらが適しているかについ

て判断し、自分自身の言葉で説

明することができる。

ワークシート

行動観察

・貸借対照表や株主資本等変動

計算書の概要・表示区分・作成

方法などについて、主体的かつ

積極的に学習しようとしてい

る。

・資料をもとに報告式の貸借対

照表や株主資本等変動計算書を

作成する学習活動に、主体的か

つ協働的に取り組もうとしてい

る。

行動観察

第２章「財務諸表分析の方

法」

①財務諸表分析の意義

②財務諸表分析の種類

③財務諸表分析の方法

④関係比率法による分析

⑤期間比較と他社との比較

⑥実数法による分析

⑦連結財務諸表

財務諸表分析の意義、収益性・成長性・安全性の面か

ら企業の実態を分析する方法について学習し、財務指

標の具体的な例を用いて、同一企業における期間比較

や同業他社比較など、財務諸表を分析する学習活動を

させる。

・連結財務諸表の意義・目的・種類、企業集団の実態

を分析する上での連結財務諸表の有用性について理解

させる。

・一定期間の売上原価を平均商品棚卸高で割ることで

商品回転率が求められる理由について主体的に考察

し、表現させる。

・EDINETを利用して実際の企業の財務諸表を入手し、

財務指標の具体的な例を用いて、同一企業における期

間比較や同業他社比較などをおこなう学習活動をさせ

る。

・財務諸表分析の意義・種類、

および財務諸表分析の方法とし

て比率法と実数法があることに

ついて理解している。

・関係比率法による分析とし

て、安全性分析・収益性分析・

成長性分析のそれぞれの意義と

財務指標について理解してい

る。

・財務指標をもとに同一企業に

おける期間比較や同業他社比較

をおこなう方法を理解し、実数

法による分析方法についても理

解している。

・連結財務諸表の意義と作成の

必要性、企業集団の実態を分析

する上での連結財務諸表の有用

性、連結の範囲、および連結財

務諸表の種類について理解して

いる。

ワークシート

・具体的な数値から財務指標を

用いて、収益性・成長性・安全

性の面から企業の実態を判断す

ることができる。

・設例をもとに、一定期間の売

上原価を平均商品棚卸高で割る

ことで商品回転率が求められる

理由について考え、自分自身の

言葉で表現しようとしている。

・設例をもとに、EDINETを利用

して入手した実際の企業の財務

諸表を分析し、その結果を自分

自身の言葉で表現しようとして

いる。

ワークシート

行動観察

・財務諸表分析の意義とその方

法、連結財務諸表の意義・目

的・種類、企業集団の実態を分

析する上での連結財務諸表の有

用性などについて、主体的かつ

積極的に学習しようとしてい

る。

・商品回転率の意義について考

える設例に、主体的かつ協働的

に取り組もうとしている。

・財務指標の具体的な例を用い

て、財務諸表を分析する学習活

動に、主体的かつ協働的に取り

組もうとしている。

行動観察

第Ⅳ編「財務諸表分析の基

礎」

第１章「財務諸表の意義」

①財務諸表の意義と種類

②財務諸表の入手方法

・財務諸表の意義・種類について理解させる。

・企業の財務諸表を入手する方法について習得させ

る。

・財務諸表の意義・種類につい

て理解している。

・企業の財務諸表を入手する方

法について理解し、実際に

EDINETを利用して身近な企業の

財務諸表を入手することができ

る。

ワークシート

ペーパーテスト

・財務諸表として、（個別）注

記表や附属明細書などを作成す

る理由について考え、自分自身

の言葉で説明することができ

る。

ワークシート

行動観察

・財務諸表の意義・種類、企業

の財務諸表を入手する方法につ

いて、主体的かつ積極的に学習

しようとしている。

行動観察

第２章「収益・費用に関する

財務諸表」

①損益計算書

・報告式の損益計算書の表示区分と作成方法などにつ

いて学習し、資料をもとに報告式の損益計算書を作成

する学習活動をさせる。

・営業損益計算の概要と売上総利益・営業利益の算定

について理解させる。

・経常損益計算の概要と経常利益の算定について理解

させる。

・特別損益計算の概要と税引前当期純利益の算定につ

いて理解させる

・純損益計算の概要と当期純利益の算定について理解

させる。

・EDINETを利用して実際の企業の財務諸表を入手し、

教科書で学習した貸借対照表や損益計算書の形式の相

違点について調べる学習活動をさせる。

・損益計算書の概要と損益計算

の方法、損益計算書の２つの表

示形式と表示区分、総額主義の

原則、損益計算書の注記などに

ついて理解している。

・営業損益計算・経常損益計

算・特別損益計算・純損益計算

のそれぞれの概要と、各区分の

収益・費用および利益の種類に

ついて理解している。

・実際に報告式の損益計算書を

作成する技術を習得している。

・（個別）注記表および附属明

細書の概要について理解してい

る。

ワークシート

ペーパーテスト

・損益計算書のそれぞれの区分

で計算される利益の意味につい

て考え、自分自身の言葉で説明

することができる。

・損益計算書に収益・費用を記

載するとき、収益の項目と費用

の項目を相殺してはならない理

由について考え、自分自身の言

葉で表現しようとしている。

・設例をもとに、EDINETを利用

して実際の企業の財務諸表を入

手し、教科書で学習した貸借対

照表や損益計算書の形式の相違

点について調べ、その結果を自

分自身の言葉で表現しようとし

ている。

ワークシート

行動観察

・損益計算書の概要・表示区

分・作成方法などについて、主

体的かつ積極的に学習しようと

している。

・資料をもとに報告式の損益計

算書を作成する学習活動に、主

体的かつ協働的に取り組もうと

している。

・実際の企業の財務諸表と教科

書の貸借対照表・損益計算書の

形式の相違点について調べる学

習活動に、主体的かつ協働的に

取り組もうとしている。

行動観察

2

3 8

学年末考査

答案指導

定期考査 定期考査 定期考査



知 思 態

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

2 ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

中間考査

答案指導
定期考査 定期考査 定期考査

第１章「表計算ソフトウェアの活用」

第１節「情報の集計」

　①グループ集計

　②クロス集計

・データを使用目的にあわせてグループごとに集計したり，項目ごと

に集計したりするための方法について学習する。

・グループ集計について理解している

とともに，表計算ソフトウェアでグ

ループ集計をするための技術を習得し

ている。

・クロス集計について理解していると

ともに，表計算ソフトウェアでクロス

集計をするための技術を習得してい

る。

実技テスト

ペーパーテスト

・情報の集計に関する知識・技術を活

用し，表計算ソフトウェアによって課

題を解決しようとしている。

ワークシート

・表計算ソフトウェアによる情報の集

計によって課題を解決することに，主

体的かつ協働的に取り組もうとしてい

る。

行動観察

第１章「表計算ソフトウェアの活用」

第３節「シミュレーション」

　①連続的に変化するデータの予測

　②表を使った確定的な予測

　③乱数を使った確率的な予測

　④標本を用いた母集団の傾向の推測

第１章「表計算ソフトウェアの活用」

第２節「情報の分析」

　①Zグラフ

　②パレート図とABC分析

　③ファンチャート

・データを集計した結果を加工して，傾向をつかむための分析や，効

率よく商品管理をするための分析をする方法について学習する。

・Zグラフについて理解しているととも

に，表計算ソフトウェアでZグラフを作

成するための技術を習得している。

・ABC分析について理解しているとと

もに，表計算ソフトウェアでABC分析

をするための技術を習得している。

・ファンチャートについて理解してい

るとともに，表計算ソフトウでファン

チャートを作成するための技術を習得

している。

実技テスト

ペーパーテスト

・情報の分析に関する知識・技術を活

用し，表計算ソフトウェアによって課

題を解決しようとしている。

ワークシート

・表計算ソフトウェアによる情報の分

析によって課題を解決することに，主

体的かつ協働的に取り組もうとしてい

る。

行動観察

・モデルをつくり，条件を変えたり乱数を使用したりして，コン

ピュータで模擬的に試行（シミュレーション）して予測をするための

方法について学習する。

・さまざまなシミュレーションの形態

について理解しているとともに，表計

算ソフトウェアでシミュレーションを

行うための技術を習得している。

・標本を用いた統計の基礎について理

解している。

実技テスト

ペーパーテスト

・シミュレーションに関する知識・技

術を活用し，表計算ソフトウェアに

よって課題を解決しようとしている。

ワークシート

・表計算ソフトウェアによりシミュ

レーションによって課題を解決するこ

とに，主体的かつ協働的に取り組もう

としている。

行動観察

年間指導計画表

月
予定時

数

実施時

数
指導項目 指導内容（教科書）

評価の観点 評価規準・評価方法
振り返り

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度

特記事項

科目目標

　商業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，企業において情報を適切に扱うために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

（１）企業活動におけるソフトウェアの活用について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。【知識及び技術】

（２）企業活動におけるソフトウェアの活用に関する課題を発見し，ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を養う。【思考力・判断力・表現力】

（３）企業活動を改善する力の向上を目指して自ら学び，企業活動におけるソフトウェアの活用に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。【学びに向かう力、人間性等】

評価の観点

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度

　企業活動におけるソフトウェアの活用について実務に即し

て体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に

付けている。

　企業活動におけるソフトウェアの活用に関する課題を発見し，ビ

ジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に解決しよ

うとしている。

　企業活動を改善する力の向上を目指して自ら学び，企業活動におけるソ

フトウェアの活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。

使用する教科書

ソフトウェア活用 　 4 ２～６ 商業科 ２年４組 選択 （東法 商業737）ソフトウェア活用

科目名 単位数 標準単位数 対象学科・コース・類型・系列 対象学年・組 必修・選択

県立名護商工高等学校 全日制

令和５年度　商業（ソフトウェア活用）シラバス

学校名 課程 校長名 教頭名 担当者名

第１章「表計算ソフトウェアの活用」

第４節「オペレーションズリサーチ」

　①在庫管理

　②回帰分析

　③線形計画法

　④待ち行列

　⑤日程管理

　⑥ゲーム理論

・集計，分析したデータを活用して経営に関する問題を発見し，解決

策を見つける手法について学習する。

・在庫管理、回帰分析について理解し

ているとともに，表計算ソフトウェア

で在庫管理、回帰分析を行うための技

術を習得している。

・線形計画法について理解していると

ともに，表計算ソフトウェアのソル

バー機能で解を求めるための技術を習

得している。

・待ち行列について理解しているとと

もに，表計算ソフトウェアで待ち行列

シミュレーションを行うための技術を

習得している。

・パート図やガントチャートによる工

程管理を行うための方法を理解してい

る。

・ゲーム理論の基礎について理解して

いる。

実技テスト

ペーパーテスト

・オペレーションズリサーチに関する

知識・技術を活用し，表計算ソフト

ウェアによって課題を解決しようとし

ている。

ワークシート

・オペレーションズリサーチについて

学習し，表計算ソフトウェアによって

課題を解決することに，主体的かつ協

働的に取り組もうとしている。

行動観察

第１章「表計算ソフトウェアの活用」

第５節「手続きの自動化」

　①マクロの基礎

・効率のよい処理を行うため，繰り返して実行する操作などを自動化

するマクロを作成する方法について学習する。

・表計算ソフトウェアにおけるマクロ

機能（記録マクロ）に関する知識・技

術を身に付けている。

実技テスト

ペーパーテスト

・表計算ソフトウェアにおけるマクロ

機能によって効率的な処理を行うため

の方法について考えようとしている。

ワークシート

・表計算ソフトウェアにおけるマクロ

機能に関する学習に，主体的かつ協働

的に取り組もうとしている。

行動観察

第２章

　データベースソフトウェアの活用

第１節「データベースの重要性」

　①データベースの概要と特徴

　②データの整合性を保つ技術

　③障害対策

・ビジネス活動において，情報の収集・整理や管理に利用されている

データベースの概要や重要性について学習する。

・データベースのデータを守るためのしくみについて学習する。

・データベースの概要について理解し

ている。

・データの整合性を保つ技術について

理解している。

・データベースの障害対策について理

解している。

ペーパーテスト

・ビジネスにおけるデータベースの重

要性について考えようとしている。

・どのようにすれば複数人がデータ

ベースを共有することができるか，考

えようとしている。

・どのようにすればデータベースの障

害を防ぐことができるのか，考えよう

としている。

ワークシート

・データベースの重要性に関する学習

に，主体的かつ協働的に取り組もうと

している。

行動観察

4 13

11

6 16

5



知 思 態
月

予定時

数

実施時

数
指導項目 指導内容（教科書）

評価の観点 評価規準・評価方法
振り返り

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度

　 ○ ○ ○

○ ○ ○

2 ○ ○ ○

9 14 ○ ○ ○

10 16 ○ ○ ○

11 12 ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

1 9 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

3 8 ○ ○ ○

計 140

第５章「情報システムの基礎」

第２節「情報資産の保護」

　①情報資産の適切な管理

　②情報セキュリティの３要素

　③情報資産のセキュリティ対策

　④情報セキュリティの脅威と対策

・情報資産を保護する重要性や方法について学習する。 ・情報資産を保護するための情報セ

キュリティについて理解している。

ペーパーテスト

・どのようにすれば情報資産を保護す

ることができるのか，考えようとして

いる。

ワークシート

・情報資産の保護に関する学習に，主

体的かつ協働的に取り組もうとしてい

る。

行動観察

期末考査

答案指導
定期考査 定期考査 定期考査

第３章「情報システムの開発」

第１節「表計算ソフトウェアによる情

報システムの開発」

　①表計算ソフトウェアのプログラミ

ング

　②表計算ソフトウェアのユーザ

フォーム

　③表計算ソフトウェアによる情報シ

ステムの開発

・表計算ソフトウェアのプログラミング機能を利用してシステム開発

をするための方法について学習する。

・プログラミングとアルゴリズムの概

要について理解している。

・代入と演算、条件判定、繰り返し処

理を行うプログラムを作るための知

識・技術を身に付けている。

・配列を使用するプログラムを作るた

めの知識・技術を身に付けている。

・ワークシート、二重ループ、複数の

ワークシートを利用するプログラムを

作るための知識・技術を身に付けてい

る。

・ユーザーフォームを設計するための

知識・技術を身に付けている。

・表計算ソフトウェアのワークシート

やプログラミング機能を用いて，予約

管理システムのような情報システムを

開発するための知識・技術を身に付け

ている。

実技テスト

ペーパーテスト

・アルゴリズムやマクロ言語によるプ

ログラミング，表計算ソフトウェアの

機能などに関する知識・技術を活用し

て，課題を解決するための情報システ

ムを開発しようとしている。

ワークシート

・アルゴリズムやマクロ言語によるプ

ログラミング，表計算ソフトウェアの

機能に関する学習に，主体的かつ協働

的に取り組んでいる。

・学習した知識・技術を活用し，表計

算ソフトウェアによる情報システムを

開発することに，主体的かつ協働的に

取り組もうとしている。

行動観察

第４章

「業務処理用ソフトウェアの活用」

第３節「仕入・販売管理ソフトウェア

の活用」

　①仕入・販売管理ソフトウェア

　②仕入・販売管理ソフトウェアの画

面構成

　③仕入・販売管理ソフトウェアの導

入と活用

・仕入・販売・在庫管理などに利用される仕入・販売管理ソフトウェ

アについて学習する。

・仕入・販売管理ソフトウェアの特徴

について理解している。

・仕入・販売管理ソフトウェアの導入

方法について理解している。

・日々の取引の入力の基本的な流れに

ついて理解している。

ワークシート

ペーパーテスト

・仕入・販売管理ソフトウェアを用い

て，効率的に仕入・販売管理を行うた

めの方法を考えようとしている。

ワークシート

・仕入・販売管理ソフトウェアについ

て学習し，効率的に仕入・販売管理を

行う方法を考えることに，主体的かつ

協働的に取り組もうとしている。

行動観察

第４章

「業務処理用ソフトウェアの活用」

第２節「給与計算ソフトウェアの活

用」

①給与計算ソフトウェア

②給与計算ソフトウェアの画面構成

③給与計算ソフトウェアの導入と活用

・企業活動において，給与や所得税・健康保険料などの計算に利用さ

れる給与計算ソフトウェアについて学習する。

・給与計算ソフトウェアの特徴につい

て理解している。

・給与計算ソフトウェアの導入方法に

ついて理解している。

・毎月の給与計算処理の基本的な流れ

について理解している。

ワークシート

ペーパーテスト

・給与計算ソフトウェアを用いて，効

率的に給与計算を行うための方法を考

えようとしている。

ワークシート

・給与計算ソフトウェアについて学習

し，効率的に給与計算を行う方法を考

えることに，主体的かつ協働的に取り

組んでいる

行動観察

第３章「情報システムの開発」

第２節「データベースソフトウェアに

よる情報システムの開発」

　①データベースソフトウェアを利用

したシステム開発の準備

　②データベースソフトウェアを利用

したシステム開発

・手続きの自動化とユーザーフォームを活用した情報システムの開発

を，データベースソフトウェアの実習を通して学習する。

・第２章で学習した，データベースソ

フトウェアの操作に関する知識・技術

を，実用的な形で身に付けている。

・データベースソフトウェアによって

情報システムを開発するための方法や

手順に関する知識・技術を身に付けて

いる。

実技テスト

ペーパーテスト

・データベースソフトウェアに関する

知識・技術を活用し，情報システムを

開発しようとしている。

ワークシート

・学習した知識・技術を活用し，デー

タベースソフトウェアによる情報シス

テムを開発することに，主体的かつ協

働的に取り組もうとしている。

行動観察

期末考査

答案指導
定期考査 定期考査 定期考査

第２章

　データベースソフトウェアの活用

第３節「データベースの作成と操作」

　①データベースの構成と要素

　②データベースの作成

　③データベースの操作

　④レポートの作成

　⑤SQL

・商品管理についてのデータベースを作成するために必要なデータ

ベースソフトウェアの操作方法を学習する。また，学習内容を活用し

て報告書を作成する。

・データベースソフトウェアの基本機

能について理解している。

・データベースソフトウェアを使って

データベースを作成・操作するための

技術を身に付けている。

・データベースソフトウェアを使って

データベースを出力するための技術を

身に付けている。

・SQLの基本的な構文を理解してい

る。

実技テスト

ペーパーテスト

・データベースソフトウェアの操作方

法に関する知識・技術を活用して，課

題を解決するためのデータベースを作

成しようとしている。

ワークシート

・データベースソフトウェアを操作

し，効果的なデータベースを作成する

ことに，主体的かつ協働的に取り組も

うとしている。

行動観察

第２章

　データベースソフトウェアの活用

第２節「リレーショナルデータベース

の概要と設計」

　①リレーショナルデータベースの概

要

　②リレーショナルデータベースの設

計

・データベースを設計するために，データの正規化とE-Rモデルにつ

いて学習する。

・リレーショナルデータベースの特徴

について理解している。

・データをもとにリレーショナルデー

タベースを設計する方法について，正

規化などを踏まえて理解している。

・E-Rモデルについて理解している。

ペーパーテスト

・データをもとにリレーショナルデー

タベースを設計する方法について考え

ようとしている。

ワークシート

・リレーショナルデータベースに関す

る学習に，主体的かつ協働的に取り組

んでいる。

行動観察

第４節「手続きの自動化」

　①手続きの自動化

・一連の処理をマクロ機能によって自動化する方法と，メニューを作

成する方法について学習する。

・データベースソフトウェアにおける

マクロ機能に関する知識・技術を身に

付けている。

実技テスト

ワークシート

・データベースソフトウェアにおける

マクロ機能によって効率的な処理を行

うための方法について考えようとして

いる。

ワークシート

・データベースソフトウェアにおける

マクロ機能に関する学習に，主体的か

つ協働的に取り組もうとしている。

行動観察

第５章「情報システムの基礎」

第１節「情報通信ネットワークの導入

と運用」

　①通信手段の変化

　②ネットワークの導入

　③ネットワークの運用

　④クラウドコンピューティング

　⑤安定したシステムの構築

・情報通信機器の特徴や，インターネットへの具体的な接続方法につ

いて学習する。

・通信手段がどのように変化してきた

のか，理解している。

・ネットワークの導入と運用について

理解している。

・安定したシステムを構築するための

方法について理解している。

ペーパーテスト

・課題を解決するためにネットワーク

を活用するための方法について考えよ

うとしている。

ワークシート

・ネットワークの導入・構築・活用に

関する学習に，主体的かつ協働的に取

り組もうとしている。

行動観察

第４章

「業務処理用ソフトウェアの活用」

第１節「グループウェアの活用」

　①グループウェア

　②グループウェアの導入

　③グループウェアの活用

・企業活動において，組織内の情報共有やスケジュール管理に利用さ

れるグループウェアについて学習する。

・グループウェアの特徴について理解

している。

・掲示板機能やメッセージ機能を用い

た連絡の効率化、ファイル管理機能を

用いた情報の共有、スケジュール機能

を用いたスケジュール管理に関する知

識・技術を身に付けている。

・ToDoリスト機能やタイムカード機能

を用いた時間管理に関する知識・技術

を身に付けている。

・申請・承認の電子化に関する知識・

技術を身に付けている。

ワークシート

ペーパーテスト

・グループウェアを用いて，メンバー

と協力して作業を行う方法を考えよう

としている。

・グループウェアを用いて，メンバー

とのコミュニケーションにおける課題

を解決する方法を考えようとしてい

る。

ワークシート

・グループウェアについて学習し，メ

ンバーと効果的にコミュニケーション

を行う方法を考えることに，主体的か

つ協働的に取り組もうとしている。

行動観察

15

2

10

7
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令和５年度「課題研究」シラバス 

教科名 科目名 単位数 対象学科 対象学年 使 用 教 材 

商業 課題研究 ３ 商業科 ３ 
各自が設定した課題による問題集・

模擬問題集・プリント等 

月 時間 単元名 指導目標 学習内容及び活動 評価方法 

4 ９ 

●オリエンテーション 

 

●セルフマネージメン

トの技法 

 

●学習年間計画作成 

 

●目標に向けた学習 

・「課題研究」の意義を理解し 

自らの興味・関心との関連を考

慮した上で課題を選択させる

ようにする 

 

・年間計画を立てることにより 

継続的な学習の取り組みを図

る 

 

・PDCA サイクルやセルフマネ

ージメントなど目標達成に必

要な技法を学ぶ 

 

・日誌に記録をとることで、毎

時の反省を活かし、目標達成を

図る 

 

・学習計画に基づき学習を進め

る 

 

○「課題研究」の意義、構成内 

 容・希望調査 

 

○課題設定及び班分け(２分 

野６班) 

 (１)作品制作(１班) 

 (２)資格取得(５班) 

 

 

○目標設定 

 

○学習計画作成 

 

○日誌の記入方法 

・日誌記入(毎時間) 

確認ﾃｽﾄ 

日誌提出 

取組状況 

期末考査 

年間計画 

自己評価 

5 ８ 
●目標達成に向けた学

習 

 

 

 

 

●１学期の反省 

・学習計画に基づき学習を進め

る 

 

・作品を作る喜びや達成感を身

につける 

 

・担当教諭と相談し、学習状況

に応じて計画の見直しを行う 

 

・日誌記入(毎時間) 

 

 

・目標及び学習計画の見直し 

6 １２ 

7 １２ 

9 １３ 
●２学期課題検討・確

認 

 

●目標達成に向けた学

習 

 

●課題研究発表会準備 

 

●２学期の反省 

・確認後の学習計画に基づき学

習を進める 

 

・作品を作る喜びや達成感を身

につける 

 

・担当教諭と相談し、学習状況

に応じて計画の見直しを行う 

 

・日誌記入(毎時間) 

 

 

 

○クラス究発表会の準備 

・プレゼンテーションの準備 

・報告書の作成 

 

確認ﾃｽﾄ 

日誌提出 

取組状況 

期末考査 

年間計画 

目標達成 

状況 

10 １３ 

11 １０ 

12 １２ 



 

 

 

 

総時間数１０５時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 １０ ●課題研究発表会 
・１年間の取り組みについて

レポートにまとめ発表する 

○クラス発表会の実施 

・３学期取組状況確認 

・プレゼンテーション 

○全体発表会の実施 
卒業考査 

日誌提出 

取組状況 

2 ６ ●３学期の反省 

・課題研究の学習成果を発表

し、自分の進路についてどう

活かすか考える 

○学習成果発表 



令和５年度 シラバス 

教科名 商業 科目名 総合実践 担当者名  
 校長 教頭 教頭 

 

   
学年・学科 ３年・商業科 単位数 ５単位  

 

１ 科目「 総合実践 」について 

学習の到達目標 

１．一連の商品売買の業務を実践的におこない，商業活動に必要な基礎的，基本的な知識

と技術を総合的に確実に身につける。 

２．「自ら考え，実行し，自らの力で解決する」という自主的な学習活動をおこない，商

業経営に必要な業務を合理的，能率的に処理する能力と態度を養う。 

３．対応の心得や学習能力の心得を守り，いろいろな業務に従事するために必要な積極

性・責任感・誠実性・勤勉さを養い，さらに正しい言葉づかいやよいマナーを身につ

ける。 

使 用 教 材 自作プリント など 

２ 観点別学習状況の評価の数量化 

評 価 内     容 判定基準 得 点 

    Ａ    十分に理解できると判断されるもの   ８０％以上 ３ 

    Ｂ    おおむね満足できると判断されるもの   ５０％～７９％ ２ 

    Ｃ    努力を要すると判断されるもの   ５０％未満 １ 

３ 各学期及び学年の評価方法 

    各学期及び学年はシラバスで記載する。また，５段階評価においては以下の通り。 

評 価 内 容 １００点法 ５段階評価 

 十分満足できると判断されるもののうちで、特に高い程度のもの ８０～１００     ５ 

 十分満足できると判断されるもの ６５～ ７９     ４ 

 おおむね満足できると判断されるもの ５０～ ６４     ３ 

 努力を要すると判断されるもの ３５～ ４９     ２ 

 努力を要すると判断されるもののうち、特に程度の低いもの  ０～ ３４     １ 

４ 履修上の注意 

  （１）授業の際には，ファイル・筆記用具（ボールペン２色）・印鑑の準備を確認しておくこと。 

 （２）問題演習については，間違えたところを何回も復習して確実に処理できるようにしておくこと。 

 （３）不明な点は積極的に質問して，『総合実践』に対する理解を深めるようにすること。 

 （４）授業態度・身なりも評価の対象とするので注意すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 月 学習内容 学習目標 評価方法・指導 

１ 

学 

期 

４ 

・総合実践の学習目標と学習心得 

(1)総合実践の学習の心得 

(2)学習上の一般心得 

(3)対応の仕方 

・実践室全体を一つの経済社会

として考え，生徒一人ひとりが

構成員であるいう自覚を持た

せ，実際の職場で働いていると

いう気持ちを持たせる。 

・日誌記入 

・学習態度 

・提出物（プリント） 

５ 

・取引の流れ 

・各種書類の記入方法、記入練習 

・ビジネスマナー，電話応対練習 

・取引に関する一連の流れを理

解する。その際必要な書類等の

記帳方法，マナーについて理解

する。 

・日誌記入 

・学習態度 

・提出物（プリント） 

６ 

・校内販売実習準備 

(1)北部の特産品調べ 

(2)仕入交渉，ＰＯＰ作成，ＣＭ作成等 

・北部地域の特産品を理解し，

適正仕入れ価格、個数等、前年

度のデータを参考に交渉を行

い，店舗レイアウト等の学習を

する。 

・日誌記入 

・学習態度 

・提出物(プリント） 

・定期考査 

７ 

・校内販売実習 

・校内販売実習反省，報告書まとめ，発

表 

・実際に校内販売実習を実施

し，個人の反省，並びにグルー

プの反省をまとめて報告書を作

成し発表する。 

・日誌記入 

・学習態度 

・提出物(報告書） 

・発表 

１学期の評価方法 観点別評価及び定期考査等から総合的に評価する（１００点法） 

 

 月 学習内容 学習目標 評価方法・指導 

２ 

学 

期 

９ 

・ＰＣ会計ソフト演習 ・弥生会計ソフトの使用方法を

学習し，模擬取引から決算処理

までの操作方法を習得する。 

・日誌記入 

・学習態度 

・提出物（プリント） 

10 

・校外販売実習準備 

(1)北部の特産品調べ 

(2)仕入交渉、ＰＯＰ作成、ＣＭ作成等 

・校内販売実習の反省と，昨年

度の先輩方の反省を参考に，仕

入交渉，店舗レイアウト等の学

習を行う。 

・日誌記入 

・学習態度 

・提出物（プリント） 

・定期考査 

11 

・校外販売実習 ・実際に校外で販売実習を行

う。ＰＣ会計ソフトを利用して

決算処理まで行う。 

・日誌記入 

・学習態度 

・提出物（プリント） 

・定期考査 

12 

・校外販売実習決算処理，反省 ・個人の反省，並びにグループ

の反省をまとめて報告書を作成

し発表する。 

・日誌記入 

・学習態度 

・提出物（決算書類） 

・発表 

２学期の評価方法 観点別評価及び定期考査等から総合的に評価する（１００点法） 

 

 月 学習内容 学習目標 評価方法・指導 

３ 

学 

期 

１ 

・校外販売実習報告書まとめ，発表 ・校外販売実習の反省等を報告

書にまとめ，発表を行う。 

・日誌記入 

・学習態度 

・提出物（報告書） 

・卒業考査 

２ 

・年間の活動まとめ，報告会 ・一年間の活動報告，反省をま

とめ，後輩へのアドバイスを含

めて発表する。 

・学習態度 

・発表 

３学期の評価方法 観点別評価及び定期考査等から総合的に評価する（１００点法） 

学年の評価方法 各学期の１００点法での平均点をもとに総合的に評価する（５段階評価） 

 

 



令和５年度 ビジネス実務シラバス 
 

 

 

 

 

教科 科目 学年 単位数 対象学科 

商業 ビジネス実務 ３年 ２単位 商業科 

１ 科目「ビジネス実務」について 

学習の到達目標 

ビジネス実務に関する知識と技術を習得させ，ビジネスにおけるコミュニケーションの意義や業

務の合理化の重要性について理解させるとともに，ビジネスの諸活動を円滑に行う能力と態度を

育てる。 

 使 用 教 科 書 『ビジネス実務』（実教出版） 

 

２ 科目全体の評価の観点の趣旨 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

○ビジネスにおけるコミュニケーシ

ョンの意義や，業務の合理化につ

いて関心を持ち，主体的に学習に

取り組むとともに，社会人として望

ましい心構えや態度を身につけて

いる。 

○そ 

○ビジネスの様々な場面における

適切なコミュニケーションの方法

やオフィスにおける合理的な業務

方法を，基礎的な知識をもとに自ら

考え工夫するとともに，その成果を

的確に表現することができる。 

○ 

○社会人として望ましい心構え

やビジネスマナーを身につけ，

具体的なビジネスの場面におい

て適切にコミュニケーションを

とることができ，合理的な業務

を実践することができる。 

○ 

○ビジネスにおけるコミュニケ

ーションの意義や適切な方法，オ

フィス業務について基礎的・基本

的な知識を身につけ，ビジネスコ

ミュニケーションやオフィス業

務の重要性を理解している。 

 

具体例 

平常の学習活動 

提出物 

自己評価 

具体例 

平常の学習活動 

提出物 

自己評価 

具体例 

提出物 

発表 

 

具体例 

確認テスト・考査 

課題等の提出物 

 

 

３ 観点別学習状況の評価の数量化 

  評 価      内     容    判定基準   得 点 

    Ａ     十分に理解できると判断されるもの   ８０％以上      ３ 

    Ｂ     おおむね満足できると判断されるもの   ５０％～７９％      ２ 

    Ｃ     努力を要すると判断されるもの   ５０％未満      １ 

    ※判定基準、得点は各教科・各科で検討し設定。 

    ※評価簿の作成を行う。（例：４観点別評価簿及び実際評価簿については別紙） 

 

４ 各学期及び学年の評価方法 

    各学期及び学年はシラバスで記載する。また、５段階評価においては以下の通り。 

評 価 内 容  １００点法 ５段階評価 

 十分満足できると判断されるもののうちで、特に高い程度のもの ８０～１００     ５ 

 十分満足できると判断されるもの ６５～７９     ４ 

 おおむね満足できると判断されるもの ５０～６４     ３ 

 努力を要すると判断されるもの ３５～４９     ２ 

 努力を要すると判断されるもののうち、特に程度の低いもの  ０～３４     １ 

 

 

 

 

 

校長 教頭 教頭 作成者



シラバス                                                                                  

１／３ 

 

 

 

 

 

 

学 

期 

月 時 

間 

学習項目 学習内容と活動 評価の観点 

及び留意点 

評価方法・指

導 

補助

教材 

１ 

 

４ ６ 第１章 企業の組織と人間関

係 

１．企業の組織と意思決定 

２．人間関係と仕事 

第２章 ビジネスマナー 

１．挨拶 

・ビジネスマナーを守ることが人間関係の潤滑油

となることを理解させる。 

・場面に応じた挨拶の必要性を理解させ，挨拶や

お辞儀の仕方を実践を通して身につけさせる。 

・組織のルールや習

慣を身につけること

が組織の人間関係を

きずき，仕事をする

上で必要であること

を理解させる。                                            

学習活動の観

察 

机間指導 

提出物 

確認テスト 

 

５ 

 

８ ２．表情と身のこなし 

 

 

３．名刺交換と紹介 

 

４．訪問・来客の応対 

 

 

 

 

５．電話の応対 

・身だしなみとともに表情や身のこなしが第一印

象の決め手になることを理解させ、具体的な身の

こなしを実践を通して身につけさせる。 

・名刺交換や紹介のルールをロールプレイングを

通して身につけさせる。 

・訪問・来客時の応対に関するルールの意味を考

えさせ，場面に応じて適切な方法を判断できるよ

うにさせる。 

・受付での応対やお茶の出し方などをロールプレ

イングを通して身につけさせる。 

・電話の応対に関するルールの意味を考えさせ，

場面に応じて適切な対応ができるようにさせる。 

・苦情電話や道案内などの具体的なケースにおけ

る対応をロールプレイングを通して身につけさ

せる。 

・場面に応じた挨拶

や身のこなしをロー

ルプレイングを通じ

て実践させる。 

 

・電話応対の基本に

関心を持ち，様々な

電話応対を実践しよ

うとする意欲をもた

す。 

 

 

学習活動の観

察 

机間指導 

提出物 

確認テスト 

中間考査 

６ ９ ６．席次のマナー 

７．交際のマナー 

 

 

 

第３章 ビジネスコミュニケ

ーション 

１．ビジネスコミュニケーシ

ョンの基本 

２．ディスカッション 

３．プレゼンテーション 

・席次のルールの基本を理解させる。 

・冠婚葬祭の基礎知識を理解させ，それぞの場面

におけるマナーの意味を考えさせる。 

・学んできたマナーのそれぞれの意味を振り返ら

せ，それぞれのマナーが人間関係の基礎として大

切であることを確認させる。 

・ビジネスコミュニケーションにおいて必要な心

がまえや基本を考えさせ，基本的な心得を理解さ

せる。 

・効果的なディスカッションの方法を理解させ，

グループディスカッションを通してディスカッ

ションに参加する際の基本的な姿勢を身につけ

させる。 

・効果的なプレゼンテーションの方法を理解さ

せ，グループ発表を通してプレゼンテーションの

技能を身につけさせる。 

・席次や冠婚葬祭の

マナーやルールを

理解させる。 

 

 

 

 

・ビジネスコミュニケ

ーションの種類を知

り，それぞれのコミュ

ニケーションの特性

を考察し，その違い

を表現させる。 

学習活動の観

察 

机間指導 

提出物 

確認テスト 

期末考査 

７ ６ ４．交渉 

５．苦情対応 

６．ディベート 

・効果的な交渉の方法や効果的な話法を理解さ

せ，グループワークを通して，交渉の基本的な技

能を身につけさせる。 

・ディベートを通して身につく能力や技法がビジ

ネスの場で生かされることを理解させる。 

・ディベートの実践を通して，ディベートのルー

ルを身につけさせる。 

・ビジネスコミュニケ

ーションの種類を知

り，それぞれのコミュ

ニケーションの特性

を考察し，その違い

を生徒同士で表現し

あう。 

学習活動の観

察 

机間指導 

提出物 

確認テスト 



シラバス 

２／３ 

 

 

学 

期 

月 時 

間 

学習項目 学習内容と活動 評価の観点 

及び留意点 

評価方法・指導 補助

教材 

２ 

 

９ ９ 第４章  

オフィス業務 

１．業務の進行方法 

２．スケジュール管

理 

 

３．オフィス環境の

整備 

 

４．資料管理の方法 

 

５．会議 

・業務の進行方法に興味を持たせ，指示・命令の受け方や

業務の進め方について理解させる。 

・スケジュール管理の適切な方法を考えさせ,ガントチャー

トやＰＥＲＴの活用方法や作成方法を理解させる。 

・快適なオフィスとは何かを考えさせ，効率的な業務遂行

に必要なオフィス環境の要件を説明する。 

・それぞれの資料には適切な管理方法があることを理解さ

せ，基本的なファイリングの方法を説明する。 

・適切な管理方法を選択させたり，デジタルデータの管理

方法を実践を通して身につけさせる。 

・会議の種類や進め方，会場設営の手順や議事録作成の方

法を理解させる。 

・業務の進行方法や

スケジュール管理に

興味を持ち，指示・

命令の受け方や業

務の進め方につい

て調べようとする態

度を身に付けさせ

る。 

・会議の種類や進め

方について理解させ

る。 

学習活動の観察 

机間指導 

質疑応答 

提出物 

確認テスト 

 

10 ９ ６．給与計算の方法 

 

7.ソフトウェアの業

務への活用 

 

第５章  

税の申告と納付 

１．企業と税 

２．法人税 

３.消費税 

・給与計算の手順を説明し、源泉徴収や年末調整の仕組み

を理解させる。 

・それぞれの業務に適したソフトウェアの役割を理解させ，

ソフトウェアの活用が業務の効率化に役立っていることを

理解させる。 

・納税の意義や税の種類と体系について理解させる。 

・税務調整の方法や法人税額の計算の仕方，確定申告書の

概要を説明し，確定申告書の作成を通して，法人税のしく

みを理解させる。 

・消費税の申告と納付のしくみを説明し，確定申告書の作

成を通して，消費税のしくみを理解させる。 

・給与計算の方法に

興味を持ち，源泉徴

収などの方法につ

いて自分で調べよう

とする姿勢をもた

す。 

 

・税の種類や体系に

ついて具体的に説

明できる力を身に付

けさせる。 

学習活動の観察 

机間指導 

質疑応答 

中間考査 

 

 

11 ９ 第３章 

ビジネス英語 

Chapter1 国際ビ

ジネスとコミュニケ

ーション 

 

 

Chapter2 国際化

の進展とビジネス 

1．市場の国際化 

 

我が国や他国の文化に関する基礎的・基本的な知識につ

いて理解する。 

 

 

 

 

 

 ビジネスにおける国際化の進展に関する基礎的・基本的

な知識について理解する。 

 国際的なビジネスの諸活動における英語によるコミュニ

ケーションの意義や役割について理解する。 

 

・我が国の文化や経

済などを外国人に正

しく紹介するための

言葉や態度などコミ

ュニケーションの方

法について，自分か

ら進んでまとめたり，

確認したりしようとし

たか。 

・ビジネスにおける

国際化の進展に関

心を持ち，その現状

と課題について自分

から進んでまとめた

り，確認したりしようと

したか。 

学習活動の観察 

机間指導 

質疑応答 

期末考査 

 

 12 ６ 2．企業の海外進出 

 

3．国際ビジネスにお

けるコミュニケーシ

ョン 

 

 国際的なビジネスの諸活動における英語によるコミュニ

ケーションの意義や役割について理解する。 

 

 

・ビジネスにおける

国際化の進展や，国

際的なビジネスの諸

活動における英語に

よるコミュニケーショ

ンの意義や役割に

ついて，主体的かつ

客観的に考察しよう

としたか 

  



シラバス 

３／３ 

 

 

 

 

 

 

学 

期 

月 時 

間 

学習項目 学習内容と活動 評価の観点 

及び留意点 

評価方法・指

導 

補助

教材 

３ 

 

１ ５ Chapter3 国内

での接客 

 

 

 

 

Chapter4 入国 

 

・ビジネスにおける外国人との応対の技法と会話

に関する基礎的・基本的な知識について理解する。 

 

 

 

 

・入国の際によく用いられる基本的な会話や習慣

に関する基礎的・基本的な知識について理解する。 

・外国人がオフィスに

訪れたときの受付や

案内係としての応対

の仕方について，自

分から進んでまとめ

たり，確認したりしよ

うとしたか。 

・入国の際によく用

いられる基本的な会

話や習慣について，

基礎的な知識と技術

を活用し，場面に応

じて適切に判断，表

現しようとしたか。 

学習活動の観察 

机間指導 

質疑応答 

提出物 

確認テスト 

卒業考査 

 

 ２ 

 

３  

Chapter6 帰国 

 

・出国の際によく用いられる会話に関する基礎

的・基本的な知識について理解する。 

・出国の際によく用

いられる会話につい

て，自分から進んで

まとめたり，確認した

りしようとしたか。ま

た，基礎的な知識と

技術を活用し，適切

に判断し，表現しよう

としたか。 

学習活動の観察 

机間指導 

質疑応答 

 

 

評価方法 
中間・期末考査（約７０％）＋観点別評価（提出物、授業態度など約３０％）を総合的に判断して評価する。ただし、規定の授業時数に

満たない生徒は評価保留とする。 



令和５年度 シラバス  

 

担当者   印 校 長 印 教 頭 印 教 頭 印 

１ 科目「電子商取引」について 

学習の到達目標 

①高度情報化社会における企業の役割を理解させる。 

②情報通信ネットワークを活用した商取引の意義を理解させるとともに、それを行

うための知識と技術を習得させる。 

③利用者の立場に立ったシステムを構築するため、コンピュータを効果的に活用す

る能力と態度を育てる。 

使 用 教 科 書 電子商取引（東京法令出版） 

２ 科目全体の評価の観点の趣旨 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

 ビジネスにおける電子商取

引の必要性に気づき、商取引

に情報通信技術を活用しよう

とする意欲を持って、電子商

取引システムの構築に必要な

知識や技能を積極的に学ぼう

としている。 

電子商取引システムを構築

するために、目的に応じた機

器やソフトウェアを選択して

利用したり、顧客の立場に立

ったデザインに加工したりす

る工夫を行うとともに、分か

りやすい情報発信ができる。 

知的財産権を意識したウェ

ブデザイン設計を行うことが

できる。 

 図形や静止画、動画、音声

などのコンテンツを利用した

情報発信に必要な機器やソフ

トウェアの利用および、ウェ

ブページの作成技法を身につ

けるとともに、これらを活用

して電子商取引システムを作

成できる。 

 ビジネスにおける電子商取

引の意義や役割を理解すると

ともに、ウェブページを用い

て情報を効果的に伝えるため

の基礎知識や分析、企画、立

案、政策、公開の手法を身に

付けている。 

具体例 

 問題演習を通して理解を

深めようとしているかどうか、

など 

具体例 

 電子商取引のシステムに

ついて主体的に考え、適切

に加工し情報発信できるかど

うか、など 

具体例 

 適切なソフトウェアを選択

活用し、ウェブページを作成

できるか、など 

具体例 

 ビジネスにおける電子商取

引の意義とウェブページの活

用方法を理解しているか、な

ど 

３ 観点別学習状況の評価の数量化 

  評 価      内     容    判定基準   得 点 

    Ａ     十分に理解できると判断されるもの   ８０％以上      ３ 

    Ｂ     おおむね満足できると判断されるもの   ５０％～７９％      ２ 

    Ｃ     努力を要すると判断されるもの   ５０％未満      １ 

    ※判定基準、得点は各教科・各科で検討し設定。 

    ※評価簿の作成を行う。（例：４観点別評価簿及び実際評価簿については別紙） 

４ 各学期及び学年の評価方法 

    各学期及び学年はシラバスで記載する。また、５段階評価においては以下の通り。 

   評 価 内 容  １００点法 ５段階評価 

 十分満足できると判断されるもののうちで、特に高い程度のもの ８０～１００     ５ 

 十分満足できると判断されるもの ６５～７９     ４ 

 おおむね満足できると判断されるもの ５０～６４     ３ 

 努力を要すると判断されるもの ３５～４９     ２ 

 努力を要すると判断されるもののうち、特に程度の低いもの  ０～３４     １ 

 

教 科 名 商 業 科 目 名 電子商取引 学年 ３年商業科 

教科書 「電子商取引」（東京法令出版） 単 位 数 ３単位 



 

 

学 

期 

月 時 

間 
学習内容 学習目標 評価方法・指導 補助教材 

１ 

 

４ １０ 

第１章 

 情報通信技術の進歩とビジネス 

 １節 ビジネスの変化 

 ２節 情報通信ネットワークの活用

と課題 

・情報通信技術の発展に伴うビジネ

スの変化と企業の役割を理解させ

る。 

確認テスト 自作プリント 

５ 12 

第２章 

 コンテンツの制作 

 １節 ファイルの形式 

 ２節 図形 

・図形・静止画・動画などのファイル

形式を理解させ、図形情報の効果的な

活用方法を習得させる。 

確認テスト 

演習問題 

課題提出 

自作プリント 

Word 

６ 12 

 ３節 静止画 ・静止画データの取得方法や活用する

ための技法を習得させる。 

確認テスト 

演習問題 

課題提出 

期末考査 

自作プリント 

Photoshop 

７ 9 

 ４節 動画 

 ５節 音声 

・動画データ、音声データの取得方法

や活用するための技法を習得させる。 

確認テスト 

演習問題 

課題提出 

自作プリント 

Photoshop 

ﾑｰﾋﾞｰﾒｰｶ  ー

評価方法 観点別評価及び定期考査等から総合的に評価する（１００点法） 

    確認テスト 

演習問題 

課題提出 

学 

期 

月 時 

間 
学習内容 学習目標 評価方法・指導 補助教材 

２ 

 

９ 12 

 ６節 情報の統合 ・情報を統合する意義と役割を理解さ

せ、統合するための技法を習得させる。 

確認テスト 

演習問題 

課題提出 

自作プリント 

Photoshop 

ﾑｰﾋﾞｰﾒｰｶ  ー

１０ 12 

第３章 ウェブデザインと広告・広報 

 １節 ウェブページ制作までの手順 

 ２節 ウェブデザイン設計 

 ３節 ウェブページ制作の基礎 

・ウェブページを作成するための手順

を理解し、ウェブページのデザインの

設計と作成するための技法を習得させ

る。 

確認テスト 

演習問題 

課題提出 

中間考査 

自作プリント 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞﾋﾞﾙﾀﾞ

ｰ 

Photoshop 

１１ 12 

 ４節 ウェブページ制作の応用 ・ウェブページを作成するための手順

を理解し、ウェブページのデザインの

設計と作成するための技法を習得させ

る。 

確認テスト 

演習問題 

課題提出 

期末考査 

自作プリント 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞﾋﾞﾙﾀﾞ

ｰ 

Photoshop 

１２ 10 

第４章 ウェブページの公開 

 １節 ネットワーク機器の種類と機    

    能 

 ２節 公開の方法 

・通信ネットワークの仕組みを理解さ

せ、ウェブページを公開、管理、運営

するために必要な知識を習得させる。 

確認テスト 自作プリント 

評価方法 観点別評価及び定期考査等から総合的に評価する（１００点法） 

学 

期 

月 時 

間 
学習内容 学習目標 評価方法・指導 補助教材 

３ 

 

１ 10 

第５章 電子商取引とビジネス 

 １節 電子商取引のしくみ 

２節 企業間取引と企業対消費者

間取引 

・電子商取引の役割について理解させ、店舗の

開設、運営に必要な知識を習得させる。 

確認テスト 

 

自作プリント 

２ 6 

 ３節 電子決済のしくみと方法 

４節 電子商取引システムの作成 

・電子商取引を行うためのシステム構築方法を

理解させ、技能を習得させる。 

確認テスト 

学年末考査 

自作プリント 

ﾎｰﾑﾍﾟー ｼﾞﾋﾞ

ﾙﾀﾞー  

評価方法 観点別評価及び定期考査等から総合的に評価する（１００点法） 

学年の 

評定方法 
各学期の１００点法での平均点をもとに総合的に評価する（５段階評価） 



令和５年度 シラバス 

校長 教頭 教頭 

   

教科名 商業 科目名 ファイナンス基礎（学校設定科目） 

学年・学科 ３年商業科（科内選択） 単位数 ３単位 

使用教材 今日から役に立つ、経済の読み方と投資の基礎（金融知力普及協会） 

担当者  

 

年間目標 

自分の生活や人生に、金融・経済が大きなかかわりを持っていることを理解し、金融に関する

健全な意思決定を行い、幸福な生活を実現するために必要なファイナンスの基礎的な知識を習

得する。 

１ 金融に対する興味を持ち、その必要性を理解する。 

２ 直接生活に関わる基礎的な経済知識を習得する。 

３ ライフプランに対する意識を持ち、資金運用計画についての知識を習得する。 

４ 資金運用の基礎知識を習得する。 

 

月 月間学習目標 学習内容 使用教材 評価材料 

4 

ファイナンス学習の導入とし

て、興味関心を持ち、その必要

性と、学習形態を理解する。 

第Ⅰ編「金融知力の必要性」 

第１章  

なぜ今、金融知力が必要なのか 

ファイナンス基礎 

（金融知力普及協会） 

※学習態度 

（年間通して 

評価材料） 

5 

くらしに必要な経済的な考え

方、企業との関わり、お金の流

れ、時間とお金の関係、モノの

価格決定方法を理解する 

第 2章  

くらしに身近な経済知識 

（私たちのくらしと経済） 

（金融の役割と銀行） 

（市場経済のしくみと意義） 

ファイナンス基礎 

（金融知力普及協会） 

新 聞 

・ノート提出 

・小テスト 

・中間考査 

6 

税金や、株式会社の仕組みを理

解し、企業家精神が日本経済の

成長に大きく寄与してきたこと

を考える 

第３章  

くらしに役立つ経済知識 

（景気） 

（国家の財政） 

ファイナンス基礎 

（金融知力普及協会） 

新 聞 

・ノート提出 

・レポート提出 

7 

モノとお金が世界を回っている

ことについて 

理解する。 

景気と株価の関係を理解する 

 

第３章  

くらしに役立つ経済知識 

（国際経済） 

（景気と株価） 

ファイナンス基礎 

（金融知力普及協会） 

新 聞 

・ノート提出 

・期末考査 

9 

自己責任の時代になろうとして

いることを確認し、時代背景を

考えながらライフプランの必要

性を感じることができる。 

第Ⅱ編「ライフプラン」 

第１章  

ライフプランニング 

（ライフプランニング） 

 

ファイナンス基礎 

（金融知力普及協会） 

新 聞 

・課題提出 

・小テスト 

・ノート提出 



10 

キャッシュフロー表の基礎を理

解し、ライフプランについて考

えることができるようになる。 

バランスシートの作り方、保険

の活用について理解する。 

年金の基礎知識や年金額の計

算、リタイアメントの基本を理

解し、 

ライフプラン作成の基礎が理解

できるようになる。 

第１章  

ライフプランニング 

（ライフイベントの課題） 

（リスクマネジメント） 

 

第２章  

リタイアメントプラン 

（年金制度） 

（老後生活資金） 

ファイナンス基礎 

（金融知力普及協会） 

新 聞 

・レポート提出 

（ﾗｲﾌﾌﾟﾗﾝ、他） 

・中間考査 

11 

資金運用に必要不可欠となるプ

ロセスを理解し、投資に対する

基本的概念を理解する。 

第Ⅲ編「資金運用基礎」 

第１章 投資とは 

（投資とは） 

（投資意思決定プロセス） 

ファイナンス基礎 

（金融知力普及協会） 

新 聞 

・期末考査 

・感想文 

・学習内容レポ

ート提出 

12 

金融商品の３つの性格を把握

し、各種金融商品の特徴を学習

した上で、税金とのかかわりま

で理解する。 

第２章 金融商品 

（直接投資と間接投資） 

（金融商品の性格） 

（代表的な金融商品） 

ファイナンス基礎 

（金融知力普及協会） 

新 聞 

・小テスト 

・ノート提出 

1 

投資は自分のライフプランや状

況に応じて行うものだというこ

とを確認し、リスク管理の必要

性と分散投資、時間分散、長期

投資の概要を理解する。 

第３章 リスク管理 

（分散投資） 

（時間分散） 

（長期投資） 

ファイナンス基礎 

（金融知力普及協会） 

新 聞 

・レポート 

（金融商品に

関する調査） 

・小テスト 

2 

消費者としてのさまざまな契

約、お金の借方や悪質商法にだ

まされない知識、賢いカードの

利用法を学習し、金融消費者と

しての自覚を身に付ける。 

第Ⅳ編「金融消費者の知恵」 

第１章 契約の基本 

（契約社会） 

（ローン・クレジット） 

（消費者の権利と自己責任） 

ファイナンス基礎 

（金融知力普及協会） 

新 聞 

・学年末考査 

・学習発表 

 

※評価について 

各学期の授業時数の 3 分の 2 以上出席していない生徒は、評価保留となる 

学期および学年の評価方法 

評 価 内 容 １００点法 ５段階評価 

十分満足できると判断されるもののうちで、特に高い程度のもの ８０～１００ ５ 

十分満足できると判断されるもの ６５～７９ ４ 

おおむね満足できると判断されるもの ５０〜６４ ３ 

努力を要すると判断されるもの ３５～４９ ２ 

努力を要すると判断されるもののうち、特に程度の低いもの  ０～３４ １ 

 


